
  

 

 

 

日 時：2024 年 2 月 2 日（水） 13：00～17：00 
 

 

場 所：WEB 講演会（広島弁護士会館から配信） 
        
 

共 催：公益社団法人 日本技術士会中国本部防災委員会 
一般社団法人 建設コンサルタンツ協会中国支部 
広島県災害復興支援士業連絡会 

後 援：中国地方防災研究会     
 

 
講演内容 
 
   開会挨拶 (一社)建設コンサルタンツ協会中国支部支部長     小田秀樹 

 
   講演１「土砂災害対策の新たな展開」  
 

(一社)全国治水砂防協会理事長 (公社)砂防学会会長  大野宏之 
 

講演２「近年にわが国で発生した土砂・洪水災害の特徴」  
  

山口大学特命教授  山本晴彦 
   
   講演３「広島西部山系砂防事務所の土砂災害対策」   
 

国土交通省中国地方整備局広島西部山系砂防事務所所長  大山 誠 
 

   講演４「広島県みんなで減災県民総ぐるみ運動」 
 

           広島県危機管理監 みんなで減災推進課参事  久留島将城 
 
   講演５「広島市豪雨災害伝承館について」 
 

広島市都市整備局都市整備調整課復興まちづくり担当課長  小林 靖 
   
 

   閉会挨拶 (公社)日本技術士会中国本部防災委員長       山下祐一 

                                                                           

 
令和５年度 第２回防災講演会資料 

 
～これからの土砂災害対策～ 



土砂災害対策の新たな展開

一般社団法人 全国治水砂防協会
大野宏之

資料提供：国土交通省

令和６年２月２日
広島県技術士会

2防災スペシャリスト養成研修 「警報避難」コース

内 容

今後の土砂災害対策の課題

①気候変動に対応した土砂災害

・土砂・洪水氾濫対策

・地すべり性崩壊

・流木対策

②地震に対応した土砂災害対策

・過去の地震と土砂災害

・今後の地震対策の展開

③DXの推進

・土砂災害と緊急対応
・インフラDX
・防災啓発、GXでの活用

近年の土砂災害発生状況

3

近４０年における豪雨と土砂災害の傾向

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料 4



気候変動による降雨の将来変化予測

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料 5

気候変動を踏まえた土砂災害対策の基本的な課題

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料 6

研究・技術開発課題への対応

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料
7

近年の土砂災害実績を踏まえた課題

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料 8



近年頻発化する土砂・洪水氾濫における課題

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料 9

山地の特徴を踏まえた降雨特性変化の検討の方向性
（土砂・洪水氾濫対策）

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料
10

気候変動における砂防計画の対策の方向性（案）
土砂・洪水氾濫対策

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料 11

研究・技術開発課題への対応

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料 12



研究・技術開発課題への対応

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料
13

流木による被害の拡大

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料
14

研究・技術開発課題への対応

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料
15

発生頻度の低い土砂移動現象に対するハード・ソフト対策のあり方
深層崩壊・天然ダム 崩壊性地すべり

出典︓「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」(第8 回)資料 16



今後の研究・技術開発課題への取り組み

17

きたがわ

九州北部豪雨 福岡県朝倉市 2017年7月

18

すがわ

砂防堰堤における流木の堆積状況（九州北部豪雨2017)

19

すがわ

砂防堰堤における流木の堆積状況（九州北部豪雨2017)
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すがわ

流木による被害（青森県 2021年8月）

21

Opened Sabo dam

流木を補足する鋼製砂防堰堤

22

副堰堤に設置した流木捕捉施設

23

○ 既設堰堤改築による流木捕捉工の設置

流木の捕捉施設の設置

（石狩川水系 流木捕捉工） （最上川水系 豊牧砂防堰堤）（⼋幡平⼭系 ⻯川第３号砂防堰堤）

流木捕捉工の設置事例

○流木捕捉工の新設

流木捕捉事例

（石狩川上流水系 美瑛川第１号堰
堤）

○改築前（H18.8） ○流木捕捉工設置（H28.4） ○流木捕捉状況（H28.8）

＜既設堰堤改築施設の捕捉した事例＞

24



図 土壌や基岩の水分保留能力
日経BP発行「ダムと緑のダム―狂暴化する水災害に挑む流域マネジメントー」p.37

25
日経BP発行「ダムと緑のダム―狂暴化する水災害に挑む流域マネジメントー」p.37

図 中小洪水時に生じる飽和側方流

26

日経BP発行「ダムと緑のダム―狂暴化する水災害に挑む流域マネジメントー」p.38

図 大洪水時に生じる飽和地表流

27 日経BP発行「ダムと緑のダム―狂暴化する水災害に挑む流域マネジメントー」p.38

図 斜面崩壊・土石流・流木の発生
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○土砂・洪水氾濫による被害発生時、土砂とともに流出した大量の流木が確認される。

○こうした流木が、土砂・洪水氾濫による被害を増大させている。

○土砂・洪水氾濫時に流出する流木に対し、取組みを進める必要がある。

H29年九州北部豪⾬ 福岡県朝倉市 H30年7⽉豪⾬ 広島県坂町

R3年8⽉豪⾬ ⻘森県むつ市R2年7⽉豪⾬ 熊本県津奈⽊町

土砂・洪水氾濫に伴う流木について

R1年東⽇本台⾵ 宮城県丸森町

29

砂防事業における近年の流木対策の経緯

透過型砂防堰堤 既設砂防堰堤に設置するタイプの
流木捕捉工

流木捕捉工

H25.10
• 伊豆大島土石流災害

H26.7
• 土砂災害対策の強化に向けた検討会 提言

「技術指針を改訂し、伊豆大島災害等を教訓とした土石流対策、流木対策の強化を図る
こと」

H28.4
• 土石流対策における技術指針改訂。土砂とともに流出する流木等を全て捕捉するため、

透過構造を有する施設（例えば、透過型砂防堰堤、流木捕捉工）を原則設置する。

H29.7 • 平成２９年７月 九州北部豪雨

過去の災害を踏まえ、土石流とともに流下する流木に対する技術指針が整備されてきた。技術指針に基づき、
各地で流木捕捉効果の高い対策施設の整備が進められている。
H29.7九州北部豪雨で顕在化した土砂・洪水氾濫時に流出する流木に対し、取り組みを進める必要がある。

30

対象とする現象の位置づけ

「河川砂防技術基準（計画編）基本計画編」より
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○土砂・洪水氾濫等に伴い中下流域に流出する流木に対する効率的、効果的な施設整備を進める
ため、流出流木量の算定手法や、被害想定、施設配置手法等の検討が必要。

土砂・洪水氾濫に伴う流木について

検討が必要な項目の例

○発生流木量の調査手法、流出流木量の推定手法
・流域から発生する流木量を効率的に推定する手法
・発生した流木量のうち、中下流域に流出する流木量を推定する手法

○被害想定手法
流木によって生じる被害（流木による家屋損壊等の直接的な被害、流木

が橋梁等を埋塞することによる浸水被害の拡大、河川及び沿岸域における
被害等）を定量的に推定する手法

○施設配置計画策定手法
流出流木量、想定される被害に応じた施設配置計画を検討する手法

海岸に漂着した流木

流木による浸水被害の拡大

流木による家屋の損壊

32



流域治水型砂防事業の展開

○ 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえて、河川管理者等が主体となって国・都道府県・市町村・住民等の
あらゆる関係者が協働して水災害を防ぎ、被害を減少させる「流域治水」が強力に進められている。

○ 砂防事業では、災害リスクをハード対策をもってより低減する取り組みとして、林野事業と連携した「流域流木対策」
や「土砂・洪水氾濫対策」を実施するとともに、ソフト対策を組み合わせ、被災リスクを回避する取り組みとして、まち
づくり部局と連携した安全なエリアへの居住誘導等の「防災まちづくり」や「警戒避難体制の整備」等を重点的に実施。

①土砂・洪水氾濫対策の推進

土砂や流木を効果的に
保続できる施設整備

土砂と洪水が相まって氾濫する土
砂・洪水氾濫等による被害が頻発し

ていることを踏まえ、土砂や流木を効
果的に捕捉できる施設整備を実施。

斜面対策や地域住民とも連携し
た良好な樹林整備を実施。

砂防インフラツーリズムの推進に
より、防災意識の啓発を実施。

裸地斜面等における
植栽の実施

④防災意識の啓発・グリーンインフラ整備の推進

③土砂災害リスクを踏まえた
防災まちづくりの推進

居住の集約と重点的対策の実施 警戒避難体制の整備支援

安全な場所への居住移転などの防災まちづくりや、
ハザードマップの作成・周知、避難訓練、警戒避難体
制の整備に対する支援を実施。

居住誘導区域

地域生活拠点
等

行政が主体の流域治水地域と行政が連携した流域治水

土砂・洪水氾濫の高リスク
エリアを抽出を支援

土砂・洪水氾濫
の

高リスク流域
土砂洪水氾濫域

②流域流木対策の推進
～林野事業との連携～

砂防事業による捕捉
イメージ

流域全体の流木被害を防止・軽減するため、林野事
業と砂防事業が連携して対策を実施。

治山事業による
森林整備状況

➢ まちづくり連携砂防等事業を拡充し、まちづくりと
砂防事業の計画が一体的に策定されている居住
誘導区域等において重点的に土砂災害対策を実
施し、防災まちづくりを促進（R5年度）

➢ 大規模特定砂防等事業を拡充し、
土砂・洪水氾濫リスクを踏まえた施
設配置に基づく、対策を促進

➢ （R2年度）

➢ 大規模特定砂防等事業を拡充し、林野部局と連携
して流木発生の抑制や流木の捕捉・処理に係る統
一の計画を策定、効率的・効果的な流木対策を促
進（R4年度）

砂防インフラツーリズム
の推進

➢ ダイナミックSABOプロジェクトの
推進（R4年度）
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日経BP発行「ダムと緑のダム―狂暴化する水災害に挑む流域マネジメントー」p.140

図 流木災害対策における流域区分
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【生産エリア】
林野庁
〇間伐等の森林整備による

流木発生の抑制

〇治山ダムによる山腹崩壊や
    渓流の荒廃の防止

流域治水における砂防と森林・治⼭の連携 〜流域流木対策の推進〜

林野庁、砂防部

例）航空レーザー測量等による詳細な
森林情報(立木)の把握

→単木単位の識別が可能

森林・林業白書
(R3)より

森林・林業白書
(R3)より

【流下・氾濫エリア】
砂防部
〇透過型砂防堰堤による
    流木の捕捉

〇土砂・洪水氾濫に伴って大量に
発生・流下する流木も効果的に
捕捉できる施設の開発と整備

調査、計画策定 対策

流域流木対策
森林整備や治山ダムによる流木発生の抑制、透過型砂防堰堤や流木捕捉施設による流木の捕捉を、林野事業

と砂防事業が連携して一体的に実施することで、流域全体の流木被害を防止・軽減する。

例：適正な森林管理の実施

例：流木捕捉効果の高い砂防堰堤の設置

例：大量流下する流木の捕捉施設の設置

〇流木発生の抑制や流木の捕捉・
処理に係る計画策定

〇流木発生ポテンシャル調査
  （立木密度調査、流木発生量調査）
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流域流木対策の推進

○ 土砂・洪水氾濫対策に加えて、流域全体の流木被害を防止・軽減するため、林野部局と連携し、流域流木対策を推進。

治山事業による林野整備等を考
慮することにより、対策が不必要
となった流木量

林野部局とともに流域・流木対策計画を策定することにより、
事業費の縮減と、事業期間の短縮が図られ、早期の安全確
保が可能となる。

11.98千㎥＝

流域流木対策の必要性 流域流木対策による効果

➢ 近年の気候変動による土砂・洪水氾濫の頻発化・激甚化に
伴い、毎年のように大量の流木が発生による被害が発生。

１．流木被害の増大 流木発生

ポテンシャル調査
の実施

治山事業による
流木発生対策

調査検討

流域流木対策
計画作成

美瑛川第9号床固工

美瑛川第8号堰堤

美瑛川第7号堰堤

美瑛川第6号堰堤

美瑛川第5号堰堤

砂防基準点

美瑛川

美瑛川第1～19号帯工

美瑛川ブロック堰堤

美瑛川第4号堰堤

美瑛川第3号堰堤

美瑛川第1～5号床固工

美瑛川第1号堰堤

美瑛川第2号堰堤

十勝岳流路工

尻無沢川第1号堰堤

尻無沢川第3号堰堤

尻無沢川第1～4号床固工

硫黄沢第1号堰堤

尻無沢川第2号堰堤

0 1 2km

尻無沢川第4号堰堤

尻無沢川第5号堰堤

治山との
施工境界

凡例
：既設
：計画

流木捕捉施設の設
置

既設堰堤の改良

堰堤の新設

被害状況（8/11撮影）
（写真：青森県提供）

令和3年8月発生（青森県むつ市）

R1

令和元年東日本台風（宮城県丸森町）

R3

R2 R4  

令和２年７月豪雨（熊本県津奈木町） 令和４年８月豪雨（新潟県村上市）

近年の流木流出による被害事例

治山事業

砂防事業

整備イメージ

森林整備

整備イメージ
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砂防事業箇所 治山事業箇所

流域流木対策の推進（林野部局との連携強化の取り組み）

○ 流域流木対策を推進するため、林野部局との連携を流域治水プロジェクトに記載を積極的に行い、連携を強化していく。
（令和５年２月 砂防部、林野庁連名通知）

北海道 美瑛川(直轄事業)
美瑛川における直轄砂防事業では、治山

事業を考慮した流木対策必要量の再検討
を実施し、林野庁と協働で策定した流域流
木対策計画に基づく対策事業を実施。 流木化する立木

流木化しない流木

治山の施
業エリア

砂防事
業エリア

奈良県・和歌山県での取り組み
各機関でこれまでに実施してきた事業現

場の交流を行うことで、事業の円滑な推進
と担当者の技術力向上を図るとともに、【流
域治水】の中でどのように連携できるかを考
えるきっかけとなるよう、砂防事業と治山事
業の技術交流会を両県内にて開催。

高知県での取り組み
流域治水の考え方を踏まえ、国・県の砂

防・治山部局において、同一水系・流域内に
おける連携箇所の拡大などの連携強化に
向けた方針のとりまとめを実施。

砂防事業

治山事業

流域治水に基づき、治山・砂
防の連携を強化し、流木対策を
加速化することで、被害の最小
化を実現する。

砂防事業箇所 治山事業箇所

意見交換会連携強化とは
下記①～③に示すように、流域流木

対策計画の策定のみならず、相互理
解の促進や協働した取り組みから連
携は始まります。
① 現場視察や勉強会の共催等による相互

の事業内容に係る理解の醸成
② 地域住民等への防災教育・啓発、その

他広報に関する共同の取組
③ 自治体が参画する検討会等の共催

秋田県 雄物川での取り組み
流域内の関係機関とこれまで実施してき

た事業現場の交流及び、意見交換会を実
施し、流域治水を広く知ってもらうきっかけと
なるよう治水事業と治山事業の交流会を開
催。

：計画策定
：連携強化
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地震時に発生する土砂災害

◆地震時に発生する土砂災害

・落石と岩盤崩落

・人工崖の変形（亀裂・崩壊）

・表層崩壊

・大規模な崩壊と地すべり（深層崩壊）
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日本の地震地すべり発生事例・

予測方法及び警戒避難（案） 

Ryoichi Michihata （道畑亮一）

SABO＆ LANDSLIDE Technical Center 

Tokyo, JPN

※出典：地震地すべり※出典：地震調査研究推進本部 日本の地震活動

日本周辺の地震の分布 歴史時代に地震地すべりを発生させた地震の震央

日本周辺の地震

42

１．日本の地震地すべり発生事例

■日本における歴史的な主な地震地すべり（崩壊を含む）

・1707年宝永地震（大谷崩れなど）

・1792年島原四月朔地震（眉山大崩壊）

・1847年善光寺地震（善光寺地すべりによる天然ダム形成・決壊）

・1981年濃尾地震（現岐阜県内で深層崩壊多発）

・1923年関東大震災（丹沢山地で崩壊多発）

～日本では、 1923年以降しばらくの間、地震に伴う大規模な土砂災害を経験していなかった。

・1995年兵庫県南部地震（神戸六甲山地で崩壊多発）

・2001年芸予地震（広島、山口、愛媛等で崩壊多発）

・2004年新潟県中越地震（旧山古志村等で地すべり多発）

・2008年岩手宮城内陸地震（栗原市などで大規模じすべり多発）

・2011年東日本大震災（東日本一帯で崩壊多発）

・2012年熊本地震（阿蘇山周辺で地すべり、崩壊多発〉

※出典：地震砂防、2000年古今書院発行

日本の地震地すべり発生事例
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• １ 被害の全体像
• 1923（大正12）年９月１日正午２分前に発生した関東大地震はマグニチュード7.9と推

定される、近代化した首都圏を襲った唯一の巨大地震であり、南関東から東海地域に
及ぶ地域に広範な被害が発生した。死者105,385、全潰全焼流出家屋293,387に上り、
電気、水道、道路、鉄道等のライフラインにも甚大な被害が発生した。

• ２ 地震の発生機構
• 関東大地震は、地殻を構成するプレート同士が、接触面で一気にずれ動くことにより

生じた地震であって、震源域の近い地震としては元禄16（1703）年の元禄地震（推定
マグニチュード8.2）があり、このような巨大地震の発生間隔は200〜400年と推定され
ている。

• ３ 地変と津波
• 関東南部、特に神奈川県⻄部及び千葉県の房総地域においては、地震やその直後の大

雨により、崩壊や地すべり、土石流などによる土砂災害が多数発生し、特に今の小田
原市根府川では土石流により埋没64⼾、死者406人という被害が発生したが、沖積低
地や都心部の建物崩壊や火災の陰に隠れてあまり社会的関心をもたれなかった。

相模湾周辺と房総半島の南端では最大高さ12m（熱海）、９m（館⼭）の津波が起
こったが、各地で元禄地震や安政元（1854）年の東海地震の津波による災害経験が生
かされ、地震直後の適切な避難行動により人的被害が最小限に食い止められた地域も
あった。

関東大震災と土砂災害
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関東大震災と土砂災害関東大震災と土砂災害
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関東大震災と土砂災害

• 地震による強い揺れによって箱根、丹沢を中心に多くの土砂災害が発生した。中でも箱
根火⼭の一角にある小田原市（旧片浦村）根府川ねぶがわでは、熱海線（現在の東海道
線）の根府川駅の裏⼭が崩れ、停車中の汽車が海中に没して多くの死者を出したほかに、
本震によって箱根の大洞おおぼら⼭が崩れ、白糸川を流れ下った岩屑なだれ（⼭津波）
が根府川集落を埋めて、逃げ遅れた住⺠が多数巻き込まれ命を落とした。

• また、地震の際に各所で崩壊した土砂は渓床部に堆積し、渓流を堰止めていた場所も多
かった。神奈川県伊勢原市大⼭（旧中郡大⼭町）では地震発生後２週間が経過した９月
12〜15日の集中豪雨によって、これらの崩壊土砂が土石流となって一気に流れ下り大き
な被害を出した。また、翌年の１月15日に発生した丹沢の余震によってもさらに崩壊が
促進された。

• 関東地震による土砂災害は、中⼭間地に限らず、三浦半島や房総半島などの広い範囲で
発生し、横浜、横須賀、鎌倉などの市街地およびその周辺部にも被害が及んでいる。

• 一方、先に述べた根府川での犠牲者の中には、白糸川河口付近で遊んでいた子供達約20
名も含まれていた。根府川地区の海岸部では、本震から５分後に高さ５〜６ｍの津波が
押し寄せた。海からの津波と白糸川からの⼭津波によって挟み撃ちになって命を落とし
たのである。

• 出展 広報ぼうさい
No.39 2007/5

関東大震災と土砂災害
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• 1 .地震の概要
• (1)発生年月日平成7年1月17日午前5時46分

• (2) 震源地淡路島北部(北緯34度36分、 東経135度02分)
• (3) 震源の深さ16 km
• (4) 規模マグニチュード7.2
• 2. 各地の震度(気象庁発表)
• 震度7 神⼾市須屠区鷹取・⻑田区大橋・兵庫区大関・中央区三宮・灘

区六甲道-東灘区住吉、芦屋市芦屋駅付近、⻄宮市夙川付近等のほぼ帯状
の地域や、宝塚市の一部及び淡路島の

• 東北部の北淡町、一宮町、津名町の一部
• の地域
• 震度6 神⼾、洲本

震度• 5 豊岡、 彦根、 京都

• 土砂災害については、崖くずれが378箇所で
• 発生し、特に、⻄宮市仁川百合野町におい
• て地すべりにより34名の犠牲者が生じるなど
• の被害が発生した。

阪神淡路大震災と土砂災害

仁川百合野地すべり
47

阪神淡路大震災と土砂災害
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■1995年阪神淡路大震災（神戸六甲山地で崩壊多発）

・急峻な花崗岩山地で表層崩壊が多発

※出典：六甲山地砂防HPより

1995年

2016年

阪神淡路大震災と土砂災害
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芸予地震・兵庫県南部地震時の土砂災害（岩盤崩落）

兵庫県南部地震による⼭腹の
岩盤崩壊（六甲⼭）1995年2月

芸予地震による国道432号を閉
塞した落石2001年3月

50

芸予地震による空石積擁壁の変形2001年4月

芸予地震時の土砂災害（人工斜面の変形）

51

中越地震と土砂災害

• 新潟県中越地震は、２００４年（平成16年）１
０月２３日

• 17時56分に、新潟県中越地方を震源として発
生したM6.8、震源の深さ13kmの直下型の地震
である。

• １９９５年の阪神淡路大震災以来、観測史上2
回目の最大震度7を観測した。

新潟県中越地震と土砂災害
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■2004年新潟県中越地震（新第三紀堆積岩山地で地すべり・崩壊多発）

・芋川流域の土砂災害

・崩壊：842箇所
・地すべり：124箇所
・河道閉塞：52箇所

※出典：平成16年新潟県による土砂災害と対

応（湯沢砂防事務所）

新潟県中越地震と土砂災害
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・河道閉塞による被害（東竹沢地区上流木篭地区）

出典：http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/policy/business/santi-
saigai/chuuetsu/tyuetujisin.html

2004年

2005年

・湛水被害発生

→埋砂被害発生

■2004年新潟県中越地震（新第三紀堆積岩山地で地すべり・崩壊多発）

新潟県中越地震と土砂災害
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■2004年新潟県中越地震（新第三紀堆積岩山地で地すべり・崩壊多発）

・河道閉塞の発生（東竹沢） 2004年

2006年

・頭部排土
・脚部不安定土砂の除去
・渓流保全工
・砂防堰堤

新潟県中越地震と土砂災害
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◆地震地すべり災害時の支援技術

被害軽減に向けた課題

• 河道閉塞：システム構築が必要
• 排水ポンプ、水位計、監視カメラ、傾斜計、伸縮計、電源等

56

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/policy/business/santi-


中越地震と土砂災害

寺野地区河道閉塞 小籠地区浸水状況

新潟県中越地震と土砂災害
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・巨大地すべりの発生「荒砥沢地すべり」

約1300m

約900m

岩手・宮城内陸地震（２００８）

（第四紀火山地で地すべり・崩壊多発）
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東日本大震災と土砂災害
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１．大規模な斜面崩壊が 発生

H28熊本地震の土砂災害の特徴 多様な土砂移動現象が発生

大規模崩壊事例 （阿蘇大橋地区）

２．勾配の緩い斜面で も斜面崩壊や地すべ りが 発生

３．崩壊土砂が 土石流化して 下流まで 流出

氾濫

斜面崩壊

氾濫

土石流化した事例 （山王谷川地区）

緩傾斜地の崩壊事例 （高野台地区）

高野台団地付近

氾濫

国土地理院撮影 地理院地図 に、一部加筆( ) 国土地理院撮 映像 に一部加筆(UAV )

熊本地震と土砂災害
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熊本地震による土砂災害発生状況

立野駅 立野郵便局

東海大学
阿蘇キャンパス

京都大学火山研究センター

南阿蘇村役場
長陽庁舎

南阿蘇村役場
総合福祉温泉センター

たての

たてのがわ

特に被害の著しい南阿蘇村周辺 下広尾
水無

川の口

下広尾
水無

川の口土砂災害発生件数
190件

土石流等 ： 57件
地すべり ： 10件
がけ崩れ ：123件

【被害状況】
人的被害：死 者 15名
（梅雨前線豪雨の土砂災害に

よる死者を含む）

平成28年8月15日現在

阿蘇大橋地区（南阿蘇村）
あそおおはし

高野台地区（南阿蘇村）
たかのだい

立野川1地区（南阿蘇村）
たてのかわ

火の鳥温泉地区（南阿蘇村）
ひのとりおんせん

さんのうだにかわ

山王谷川２地区（南阿蘇村）

寺迫地区（益城町）
てらさこ

居屋敷1-2地区（熊本市）
いやしき

死者2名

死者5名

死者2名
【 凡例 】

：土石流等
：地すべり
：がけ崩れ

立野川

阿蘇大橋地区 高野台地区

火の鳥温泉地区
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産山村

阿蘇市

菊池市

南阿蘇村

大津町

西原村

合志市

菊陽町

益城町

嘉島町

宇城市

宇土市

熊本市南区

熊本市
東区

熊本市北区

熊本市西区

熊本市
中央区

土砂災害緊急点検範囲

熊本地震と土砂災害（危険箇所点検）

【点検結果集計】

市町村名 計 Ａ Ｂ Ｃ

菊池市 93 0 1 92

合志市 11 0 0 11

熊本市 339 5 11 323

宇土市 137 2 3 132

宇城市 267 0 1 266

嘉島町 1 0 1 0

南阿蘇村 62 24 7 31

西原村 29 5 15 9

大津町 36 0 6 30

益城町 32 4 13 15

阿蘇市 119 13 17 89

産山村 22 1 0 21

菊陽町 7 0 2 5

計 1,155 54 77 1,024

危険度 A

応急的な対策が必要な箇所

危険度 B

当面は巡視等の警戒の強化
が必要な箇所

危険度 C

特に変化はなく緊急度は低
いが、降雨状況によっては
注意を要する箇所

【点検結果凡例】

○点検対象箇所

震度６強以上を記録した市町村を中心に、緊急度
の高い危険箇所 １，１５５箇所
○調査内容
・河道閉塞や崩壊、地すべりの発生状況
・渓流内における不安定な土砂、流木の堆積状況
・人家周辺の斜面の変状（崩壊の発生等）
○4月28日に知事、市町村長等へ結果を報告
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熊本県阿蘇地方周辺の土砂災害発生状況）

図示した範囲（土石流76箇所、がけ崩れ10箇所）の外、

熊本市、八代市、菊池市、 上天草市、天草市、小国町、
高森町、芦北町、相良村、五木村、球磨村でも土砂災
害が発生している。

いちのみやまち さかなし

阿蘇市 一の宮町 坂梨

いちのみやまち ひがして
の

阿蘇市 一の宮町 東手
野

しんしょ

南阿蘇村 新所

死者２名、負傷者３名
人家全壊8戸、半壊3戸、一部損壊2戸

死者６名、人家全壊7戸、
半壊3戸、一部損壊1戸

【 凡 例 】

● ：土石流
▲ ：がけ崩れ

熊本県における
土砂災害発生件数

１０３件
土石流等 ： 88件

がけ崩れ ：15件

【被害状況】
人的被害：死 者 21名

行方不明者 1名
負 傷 者 6名

人家被害：全 壊 57戸
半 壊 44戸
一 部 損 壊 47戸

２箇所で死者４名
人家全壊14戸、一部損壊6戸

熊本地震と土砂災害（平成２４九州北部豪雨災害）

63

■2016年熊本地震（第四紀火山地で地すべり・崩壊多発）

・2012年豪雨時の土砂移動箇所との比較

■ 2016 年

（eathquake）

■ 2012 年 豪 雨

（rainfall）

※出典：SABO（平成28年熊本地震により発生した熊本県

阿蘇地方の土砂災害）

熊本地震と土砂災害
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■2016年熊本地震（第四紀火山地で地すべり・崩壊多発）

・2012年豪雨時の土砂移動箇所との比較 ※出典：SABO（平成28年熊本地震により発生した熊本県

阿蘇地方の土砂災害）

 

平成 24 年 8 月 24 日撮影（青枠は平成 24 年九州北部豪雨による土石流発生箇所） 

平成 28 年 4 月 24 日撮影（赤枠は平成 28 年熊本地震による土砂移動現象発生箇所） 

凹斜面（豪雨で発生）

凸斜面（地震で発生）

熊本地震と土砂災害

65

地震による土砂災害

北海道胆振東部地震
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◆地震地すべりがどこで発生するか?

統計的手法 地形からのアプローチ

・地形条件（角度、凹凸、斜面形状等）を抽出し、過去の発生
データから統計的手法を用いて発生確率評価を行う手法。

・測量データ、地形図から地形条件を抽出することができるため
比較的容易に危険斜面が抽出できる。

・地中の情報（強度、傾斜、地層、断層の有無、空隙等）が把握
されないので、精度には問題が有る。

・主に降雨に起因する地すべりの危険箇所の抽出にもちいられる
事が多い。

被害軽減に向けた課題

68



２．地震地すべり予測方法

・震度での集計により崩壊発生閾値を確認

※出典：砂防学会誌、2009、地震による崩壊発生

場所と震度分布の関係

（震度5：表面最大加速度80～250程度）

■地震地すべり・崩壊が発生する地震の規模

被害軽減に向けた課題
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地震時の土砂災害

斜面崩壊が発生した斜面の平均曲率とその傾斜の対比
（兵庫県南部地震，対象域：六甲東部⼭地）

⿊点：崩壊地，等高線：全斜面，破線：近似式崩壊の発生は傾斜40〜50度の
斜面で多く，凸型斜面に多く分布することがわかる。

出典：砂防学会芸予地震土砂災害緊急調査団
「地震に伴って発生する土砂災害とその危険箇所」より 70

※出典：地形・地質解析と有限要素解析の連携による地

震時の地すべり危険度評価手法（2011）

■地震地すべりの解析的発生予測手法
・FEM広域地震応答解析（2004新潟県中越地震の例）

最大水平加速度
（×100gal）

最大せん断応力
（kN/m2）

評価

   

最大せん断応力

kN/m^2

55 - 60

50 - 55

45 - 50

40 - 45

35 - 40

30 - 35

25 - 30

20 - 25

15 - 20

10 - 15

E

F

A

B

C

D

c

b

c

0 100 200
m

凡例

測線

A～ D

c

副 測 線

地すべりブロック　発生年

ld-H1

ld-T 5

ld-T 4

ld-T 3

ld-T 2

ld-T 1

平成 5年

大正13年

大正 13年

大正13年

大正8年

大正 4年

詳細地震応答解析結果イメージ 

A ブロック 

B ブロック 

C ブロック 

A 断面 
B 断面 

C 断面 

危険ブロック抽出イメージ

被害軽減に向けた課題
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■地震前の予測

・国土交通省直轄地すべりでの地震時斜面安定度評価

→数値解析を用いた地震時の斜面安定度評価手法（案）に基づき検討中（一部検討済）

・広域的な地震地すべりハザードマップの作成

→類型化に基づく地震による斜面変動

発生危険箇所評価手法（2014）等の

適用性を確認中

※出典：地形・地質解析と有限要素解析の連携による地

震時の地すべり危険度評価手法（2011）

ハザードマップ作成イメージ

被害軽減に向けた課題
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地震時の土砂災害（危険度の判定試案）

地震動の最大加速度が崩壊 発生率との相関が高い

勾配、平均 曲率、最大加速度を説明変数 とし、崩壊の発生・
非発生を目的変数とした判別分析を行い、以下の判別関数式
（以下、 「基礎式」と呼ぶ）を導いた。

Ｆ＝0.075I－8.9c＋0.0056a－3.2 (1)

ここで、Ｆは判別得点、I は勾配（°）、c は平均曲率、a 
は最大加速度（cm/s2 ）

出典：内田他（2004）国総研資料20
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今後の地震対策

・地震時に危険な箇所を示す必要があり、そのためには
危険な急傾斜地等のハザードマップが必要

•危険な場所を知らせる、危険な所に住んでいるこ

とを知ることがまずは重要（影響の及ぶ範囲も）

•盛土の分布図（盛り土等規制法による）

•重要な公共施設、避難地・避難路に関わる場所からハー
ド対策が必要ではないか。まちづくりとの連携がもとめ
られる

74

〇土砂災害と緊急対応

砂防のDX、

75

地すべり災害初動対応（1） 「情報の高度化とその活用」例

①基礎データWeb収集
（地形図,地質図,植生,写真）

【これまで】
【現在の取り組み】

地すべり災害初動対応
●調査による全体像(範囲,移動方向,影響)の把握
●関係機関で情報共有しながら、対応を検討

76

Web会議で共有、遠隔技術支援、理解が容易に

②現地調査（地上）

必要に応じて③現地調査（空中）

UAV映像等を一日で３次元CIMモデル作成・活用



地すべり災害対応のＢＩＭ／ＣＩＭモデル

技術の効果（令和３年７⽉ 国道19号⻑野市篠ノ井⼩松原地区）

77

地すべり災害対応のBIM/CIMモデル 長野市篠ノ井「小松原地すべり」への対応（長野県）
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○
○

○

一級河川
犀川

国道19号

至 長野市街地

法面工
（設計
済）

集水井工
（完了）

応急横ボーリング工
（完了）

伸縮計（計測中）

鋼管杭工（施工中）

法面工
（設計
済）

集水井工
（完了）

鋼管杭工
（施工
中）

頭部排土
工

（完了）

断面図 鋼管杭工集水井工施工状況

平面図

○令和３年７月６日に長野県長野市で発生した地すべりに対して、長野県が災害関連緊急地すべり対策事業を実施中。
○これまでに頭部排土工や集水井工等が完了し、現在は鋼管杭工を施工中。令和４年度以降も法面工等の対策を継続。

至 松本・大町方面

R4.11.15 ドローン写真

集水井工 頭部排土工

仮設道路

鋼管杭工

至

長野市街地

至 松本・大町方面

全景

一級河川
犀川

法面工

初動調査時に撮影する場合の注意点

○静止画サイズ：4000×3000 →解像度に決まりはないが、最高設定が望ましい
○静止画モード：シングルショット、インターバル
○GPSモード：有り
○スタビライズ機構：3軸
○撮影方向 → 垂直を基本としつつ、斜め写真もあるとよい

全景斜め撮影の場合は複数アングルからの写真が必要
○画角 → 特に決まりはない
○ラップ率 → 80%以上が望ましい（同一コース内80%以上、隣接コースとの重複度60%以上）
○必要枚数 → 決まりはない（撮影範囲、対地高度、ラップ率で決まる）
○動画で作成できることの条件

→基本的には写真の条件と同様で、全景斜め撮影の場合は複数アングルから
垂直連続撮影の場合はコース間ラップ率60%以上が望ましい
動画にブレが生じないよう飛行速度は遅めの方がよい

○その他
・可能であれば動画より写真の方が位置情報が得られるため望ましい
・DJI製ドローンとiPadかiPhoneがあれば、以下のようなアプリでコース設定して自動撮影できるので便利

DJI GS Pro ： https://www.dji.com/jp/ground-station-pro

（参考）UAVを用いた公共測量マニュアル（案）（国土地理院）
https://www.gsi.go.jp/common/000186712.pdf

※p.25以降に推奨される撮影条件の記載あり
（参考）地すべり災害対応のBIM/CIMモデルに関する技術資料

https://www.pwri.go.jp/team/landslide/kanrisya/cim/cim_model.pdf
※p.参3-2（後ろから3ページ目）に点群化した事例ごとの撮影条件を記載していますのでご参考ください。

地すべり災害対応のBIM/CIMモデル利用に際しての注意点
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⃝ 「地すべり災害対応のBIM/CIMモデル」は、災害直後にUAV空中写真から短時間で３次元の「バーチャル現場」を作

成するもので、これにより①地すべり災害の全体像把握、②発生原因・拡大リスクの分析、③応急対策の検討、④関
係機関との情報共有等が容易となり、迅速な災害対応の実施に貢献します。

⃝ 本技術が優れた新技術として認められ、第２４回国土技術開発賞に「入賞」しました。

【技術開発の背景】
大規模な地すべり災害の発生直後に取得可能な平面図や写真等のみでは、

地すべり災害の全体像の把握や、関係機関との十分な情報伝達・情報共有が困難

※国土技術開発賞
技術開発者に対する研究開発意欲の高揚並びに建設技術水準の向上を
図ることを目的として、建設産業に係わる優れた新技術を表彰するもの

技術概要

BIM/CIMモデル

UAV空中写真撮
影

（令和４年８月現在）

長野県長野市篠ノ井小松原地内で発生した地すべり災害
への技術支援（令和３年７月） をはじめとする計８件

第２４回 国土技術開発賞 受賞式
（令和４年８月３日）

受賞概要①地すべり災害の全体像把握

④関係機関との情報共有

②発生原因・拡大リスクの分析

③応急対策工事の検討

対面会議でのモデル活用 リモートでの技術指導

「バーチャル現場」の作成
（１日以内の短時間で作成可能）

技術の適用実績

対策工の選定、配置計画の検討

【技術活用の効果】

広い集水域
集水地形

緩勾配領域での
沢地形の不明瞭化

地すべり末端による
渓流の埋塞

地すべり末端の
一部崩壊

発生原因
の分析

拡大リスク
の分析

地すべり災害対応のBIM/CIMモデル
（副題）地すべり災害対応へのBIM/CIM

モデルの活用技術
土木研究所地すべりチーム
一般財団法人 国土技術研究センター
一般財団法人 沿岸技術研究センター
入賞

受 賞題目：

受 賞 者 ：
主 催 ：

審 査結果：
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地すべり災害対応のBIM/CIMモデル

https://www.dji.com/jp/ground-station-pro
https://www.gsi.go.jp/common/000186712.pdf
https://www.pwri.go.jp/team/landslide/kanrisya/cim/cim_model.pdf


令和４年 全国の土砂災害発生状況（８月３１日時点）

※これは速報であり、今後数値等が変わる可能性があります。

●災害発生直後、TEC-FORCEの活動要請を受け、地方整備局の直轄砂防事務所の職員を砂防班として派遣。

●広域的なヘリコプターによる調査にて土砂災害が確認された地域等において、UAVを活用した現地調査や、

地元住民より被災状況等の聞き取りを行い、県や地元市町村の迅速な災害申請等の検討に寄与。

UAV調査情報の同時共有（新潟県村上市） 本省での同時確認

○8月4日からの大雨では、北陸や東北の日本海側で土砂災害が多発。
○人家の損壊だけでなく負傷者も発生した新潟県村上市花立地先での

土砂災害に対して、天候が一時回復した8月4日午後にTEC－FORCE
   （砂防班）を派遣。調査情報の同時共有により本省でも状況を確認。
○北陸地方整備局に加え、東北及び関東地方整備局からのTEC－

FORCE派遣隊員も集結。復旧に向けて迅速な現地調査を実施。

流木・土砂堆積状況の調査（山形県小国町） ●全ては地域の安心と安全、そして円滑な復旧を実現するため。

TEC北陸班

TEC関東班

自治体へ内業成果の共有（山形県小国町）

県職員

映像
配信

現地
調査

内業

◆8月4日からの大雨における活動
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令和４年災害におけるTEC-FORCE砂防班の活動

「SMART SABO」
砂防調査・管理効率化アプリを携帯型端末で活用
（機能：①点検結果の帳票作成②施設へのナビゲーション③進捗管理共有）

①点検結果の帳票管理

②施設へのナビゲーション ③進捗管理

土砂災害を 迅速か つ 効率的な把握へ

「土砂移動予測」と「覚知・検知」により土砂災害発生危険度エリアを絞り込み、土砂災害警戒区域等（YR区域）や
砂防施設Databaseを重ね、点検対象箇所の迅速な抽出、一連の流れを自動化。点検対象地域及び、災害協定等
人員投入規模を決定し、対応・実施・検証へ。点検の自動化・自律化を目指す。

土砂移動予測

【降雨】土砂キキクル
（土砂警の危険度分布）

RBFNのみならず精度向上を

【地震】面的推定震度
防災科研JRISQ地震速報

【火山】降灰深分布
※※※

黄色は検知観測局

大規模土砂移動検知システムに
よる提供される推定震源位置図

災害速報図

SAR観測の結果
土砂移動と推定される箇所

覚知・検知

ヘリ等による
航空写真や
光学衛星画像

水位や濁度など土砂移動モニタ
リング観測値を活用

監視等カメラ映像の変化

土砂移動箇所及び現地調査
緊急性推定マップ（仮）

現地調査の緊急性
が高い
と推定される箇所

現地調査の緊急性
が低い
と推定される箇所 素因Database

〇YR区域
〇砂防施設等
〇法指定地等

土砂災害発生危険度が高いエリアの絞り込み

対象箇所
の迅速な抽出

対象地域及び、
人員投入規模を決定

自動化

新たな検知機器の設置・運用

調査・点検の
自動化・自律化 対応・実施・検証

災害協定
等

住民、市町村からの通報情報

SNSの活用

UAV,SmartSABO,SaboDBの整備・活
用
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〇インフラDX

砂防のDX

83 84

〇建設業のおかれた課題

次世代への技術継承と担い手の確保

・就業者数は約３０%減少

ピーク 685 万人(1997年平均)
482 万人(2021年平均)

・建設業就業者の高齢化が進行

55 歳以上が 3 割超、

29 歳以下は約 1 割

インフラ分野を取り巻く状況 国土交通省インフラ分野の
DXアクションプラン2022年3月
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⾏政⼿続きのデジタル化

情報の⾼度化とその活⽤

現場作業の遠隔化・
⾃動化・⾃律化

インフラ分野のDigital Xformationの全体像 国土交通省インフラ分野の
DXアクションプラン2022年3月

本対策は、気候変動に伴い激甚化・頻発化する気象災害や切迫する⼤規模地震、また、メンテナンスに係るトータルコストの増⼤のみな
らず、社会経済システムを機能不全に陥らせるおそれのあるインフラの⽼朽化から、国⺠の⽣命・財産を守り、社会の重要な機能を維持す
ることができるよう、防災・減災、国土強靱化の取組の加速化・深化を図るため、

• 激甚化する⾵⽔害や切迫する⼤規模地震等への対策（２６対策）
• 予防保全型インフラメンテナンスへの転換に向けた⽼朽化対策（１２対策）
• 国土強靱化に関する施策を効率的に進めるためのデジタル化等の推進（１５対策）

を柱として、令和７年度までの５か年に追加的に必要となる事業規模等を定め、重点的・集中的に５３の対策を講ずる。

１．基本的な考え方

３．土砂災害対策にかかる取組

いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進
「流域治⽔」に基づいた事前防災対策

予防保全型維持管理への
転換に向けた⽼朽化対策

２．本対策の期間

事業規模を定め集中的に対策を実施する期間︓令和３年度（２０２１年度）〜令和７年度（２０２５年度）の５年間

緊急または早期に措置すべき社会的影響度の⾼い砂
防関係施設に対する集中的な⽼朽化対策を推進し、
予防保全型維持管理への転換を図る

5G等を活⽤した次世代型無人化施工を現場実
装し、災害時の復旧作業を迅速化、⽣産性・安
全性を向上

砂防関係事業におけるDXの推進

対策前

対策後

人家が集中する地域や地域の社会・経済活動を支える基礎的イン
フラを保全する「いのち」と「くらし」を守る土砂災害対策を推進する

浄水場

重要交通網

発電所等

通信関係施設

土砂災害の
恐れのある区域

避難所

「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」の概要

30
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道路土工に⽐べ、丁張が多く、準備作業が多かったが、丁張の設置作業が省
略できる。また、重機を降りて丁張との法⾯との⼀体性を確認する作業も省略
でき、現地作業の短縮と⾼所作業が無くなり安全に施工できる
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【省人化】ICTを用いた砂防工事 「現場作業の遠隔化・自動化・自律化」例

従来の施工 ICT施工

資料提供︓本建設⼯業株式会社 平成30年度⼀ノ⾕通常砂防工事（堰堤工）（発注者）⽯川県

実際の点群データ計測状況

資料提供：宮川興業株式会社
令和2年度広島⻄部⼭系原地区砂防堰堤外⼯事にて
「砂防工事における高速データ通信を活用した取り組みについ
て」

iPhone13Pro

〇
↑

LiDAERセンサ

スマートフォンによる３次元測量 「現場作業の遠隔化・自動化・自律化」例
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スマートフォンによる３次元測量

計測後の点群データ

資料提供：宮川興業株式会社
令和2年度広島⻄部⼭系原地区砂防堰堤外⼯事にて
「砂防工事における高速データ通信を活用した取り組みについ
て」

スマートフォンによる３次元測量 「現場作業の遠隔化・自動化・自律化」例
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第１世代 ⽬視による 1983年〜

⽬視可能な箇所での施工が可能
第２世代 モニター操作による 1994年〜

遠隔地から掘削等の単純な土工が可能

○無人化施工技術は、雲仙普賢岳における砂防工事を中心に発展

【無人化】５Gを活用した無人化施工による災害復旧の迅速化

第３世代 ICT技術の導入

■マシンガイダンス

1995年〜
丁張不要で、設計図⾯に基づいた工事が可能

コントロールボックス

拡⼤

2006年〜
無線LANにより、無線の混信やチャンネル不⾜を解消。
※デジタル変換伝送のため通常より画像が荒い、画像を圧縮・解
凍するため伝送遅延が発⽣する等、視認性、操作性に課題。

２０１６年の熊本地震で被
災した「阿蘇⼤橋地区」では、
14台の重機を同時遠隔操作

第４世代 ４Gによるネットワーク型遠隔操作

●「労働環境の改善」や「建設作業の省人化」により、働き⼿の減少を上回る⽣産性の向上を図る
●災害復旧の迅速化及び確実性の向上(管理者)、遠隔操作のためリモート型の働き⽅が可能(施工者)

操作室
建設
現場

5G

2020年〜

遠隔からの機械操作を実
現

⼤容量・低遅延・多数同時接続の特性をもつ５G
を活⽤し、さらに⽣産性・安全性を向上させる
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第５世代 ５Ｇによる低遅延・多数同時遠隔操作

砂防事務所

撮影映像から3次元データを⽣成

点検データの蓄積

点検のシステム化

⾼度位置制御
衛星測位システム

＋
地形情報の参照による
位置制御技術

⾃動巡回

UAV目視外自律飛行技術を活用し、点検箇所までアクセス時間の軽減と人力にたよらない点検作業
に置き換えるとともに、３次元デジタルデータを取得することにより、施設の状態変化を定量的に把
握・評価することで、目視点検に比較して大幅な生産性、精度向上を図る。

砂防施設の3Dモデルイメージ

UAVによる自動巡回施設点検システム
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ICT等を活用した砂防関係施設の点検・維持管理技術の高度化

砂防関係施設の多くは狭隘な
山間部に位置していることが多
く、危険な現場条件下での点
検作業であるため、安全性や
作業効率の低さに課題がある

人力による砂防関係施設点検

３次元データのモデリング技
術
⾃動巡航技術

技術
開発

⾃動巡回の基礎データとなる
⾼精度な地形情報の整備
（実証現場のみ）

基盤
整備

直轄砂防管理の実現場にお
ける実証実験
効果検証及び課題抽出、
フィードバック

現場
実証

91

民間衛星通信サービスを活用した遠隔臨場の試行開始（R4.11）

⚫ 山間部の工事現場では、携帯電話が通信圏外のため通信圏内まで移動するしかなかった。
⚫ 発注者自らが民間衛星通信サービス※を利用した無線LANシステムを構築し、工事現場内のインター

ネット環境を確保。
⚫ 遠隔臨場、WEB会議、情報共有システム（ASP）が活用可能となり、受・発注者の双方に 移動時

間・回数が削減される等、働き方改革に大きく寄与。当該取組は、全国の先駆け。

※契約プラン＜下り５Mbps／上り２Mbps＞月額7万円

中禅寺湖 いろは坂

男体山
戦場ヶ原

※通信圏域

◆出張所から現場まで片道1時間30分の道のり
（いろは坂経由）

親機

◆現場事務所周辺ではインターネット環境が開通

大真名子東沢

出張所

中継器

大真名子東沢砂防堰堤工事

（標高1,900m）

中継器
中継器

約400ｍ

大真名子山（２３７６ｍ）

衛星アンテナ

現場事務所

親機

衛星アンテナ
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①コンクリートブロック運搬

③ソイルセメント運搬

⑥ブロック際・地山擦付け部

敷均し・転圧

無人で実施する作業

自動で実施する作業

②コンクリートブロック
設置

④⑤ソイルセメント
敷均し・転圧

砂防堰堤工事における無人化・自動化施工

➢赤谷3号砂防堰堤施工地（奈良県五條市⼤塔町）は、平成23年紀伊半島大水害の河道閉塞対策として着手以降
、3回の崩壊を（崩壊土砂量：約10～76万ｍ3）繰り返した斜面直下のため、重機を遠隔操作する無人化施工
に加え、新たに開発した自動化施工技術を導入し、安全性確保と迅速な施工を両立させた国内初の取り組み

➢ECI方式※で事業を進め、発注者と受注者が技術力を結集。
（※発注者による当該工事の仕様を確定するため、設計段階から施工者が技術協力に参画する発注方式）

➢この自動化施工技術は、迅速な災害対応に寄与するだけでなく、建設業界における、
生産性の向上や建設ＤＸの推進に繋がる土木技術の発展とイメージアップにも寄与。

➢ 「2021年度土木学会賞 技術賞（Ⅰグループ）」、 「2022年度エンジニアリング功労者賞」受賞

優秀論⽂例︓赤谷３号堰堤工事における自動化施工
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小規模土工に対応したＩＣＴ実施要領等の策定
【ICT土⼯・床掘⼯・小規模土⼯・法面⼯】
○中小建設業が施工する現場は⽐較的小規模な現場が多いため、小規模な現場に対応したICT施工の導入が求められている
○都市部や市街地などの狭小現場でも小型のマシンガイダンス（MG）技術搭載バックホウを使うことでICT施工を可能とするＩＣＴ実施要領等
を策定
○ICT施工により、丁張作業を⾏うことなく作業が⾏えるため、土工作業全体の迅速化、現場の補助員削減による安全性の向上等が期待できる
○ICT土工・床掘工・小規模土工・法⾯工における出来形管理は、衛星測位（RTKGNSS）やトータルステーション（TS）等を活⽤した断⾯
管理を標準とし、市販のモバイル端末を活⽤した⾯管理も活⽤可能とする

〇機械施工に小型MGバックホウを活用
〇現場状況により施工方法を選択

〇出来形・出来高計測はRTKGNSSやTS等による
断面管理を標準

〇面管理を行う場合はTLSなどの従来面管理手法に加え、
モバイル端末を活用可能

断面管理

RTKGNSSやTS等による出来形管理

面管理

モバイル端末

自動追尾型TS等を活用した
小型MGバックホウ

GNSSを活用した小型MGバックホウ

適用範囲

■ICT土工

ICTﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型）
山積1.4m3

ICTﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型）
山積0.8m3

ICT(MG)ﾊﾞｯｸﾎｳ
(ｸﾛｰﾗ型）山積0.45m3

土量(m3)

5万

１万

0.1
万

■ICT床堀工

0

ICT(MG)
ﾊﾞｯｸﾎｳ
(ｸﾛｰﾗ型)
山積
0.45m3

ICT
ﾊﾞｯｸﾎｳ
(ｸﾛｰﾗ型)
山積0.8m3

平均施工幅(m)

土量(m3)

2m
未
満

1m
未満

■ICT小規模土工

土量(m3)

平均施工幅(m)1m
未満

２m
未満

100

200

ICT(MG)ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型）山積0.28m3
ICT(MG)ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型）山積0.13m3

施工フロー （土工）

0 0

幅
・
深
さ
等
測
定

締
固
め

機
材
搬
入

掘
削
作
業

機
材
搬
出

埋
戻
し
作
業

フローで囲みがないものは従来手法を想定

■ICT法面工

ICTﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型）
山積0.8m3

ICT(MG)ﾊﾞｯｸﾎｳ
(ｸﾛｰﾗ型）山積0.45m3

土量(m3)

0.1
万

0

1,000m3未満の施工に
小型バックホウを適用

平均施工幅2m未満の施工に
拡大

土工量100m3未満や施工幅1m
未満の施工に拡大

1,000m3未満の法面整形
作業において、小型バック
ホウを適用

ICT
小規模土工
にて対応
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〇防災啓発、GXでの活用

砂防のDX、

95
九州地方整備局 大隅河川国道事務所

桜島国際火山砂防センターVRシアター

96

【砂防教室での利用状況】

V R 映像で桜島を疑似体験 「情報の高度化とその活用」



ゴーグルで見るVR映像を少し 97

V R 映像で桜島を疑似体験 「情報の高度化とその活用」

立山カルデラ砂防博物館にて鑑賞できます。
98

VR映像で常願寺川の白岩砂防堰堤を疑似体験



学会活動・社会活動 
・山口県防災会議 専門部会・会長  
・日本自然災害学会理事・評議員など、学会役員を歴任 
・山口大学発ベンチャー 企業「㈱アグ リ ライト研究所」研究顧問 
・一般社団法人や まぐ GISひ ろば 副理事長  
・NPO日本防災士会 山口県支部 支部長 他   

受賞歴 
・令和2年 防災功労者 内閣総理大臣表彰 
・令和2年度 文部科学大臣表彰（科学技術賞） 
・日本自然災害学会 平成26年度 学会賞（学術賞） 
・2014年度 日本農業気象 学会賞（普及賞） 他  

近年に わが 国で発生した  
土砂・洪水災害の 特徴 

山口大学 教授（特命）・名誉教授  
山本 晴彦  

2023年度 第2回防災講演会～これか らの 土砂災害対策～ 

2018年3月20日撮影 

西暦 元号 梅雨前線 ）2 秋雨前線 ）2 冷害 竜巻 猛暑 暖冬

強風 高潮 洪水・ 土砂 塩害 冷夏 突風 干ば つ

年 平成 年 沖縄1991 3 17,19 17,19 17,19
年 平成 年1992 4 10

年 平成 年1993 5 13
東北

西日本

年 平成 年 西日本1994 6

年 平成 年1995 7

年 平成 年1996 8 12

年 平成 年1997 9
山口9
宮崎19

年 平成 年 ７ 近畿1998 10
那須4
岡山10

高知9
11-5

福岡麦作

年 平成 年 西日本 西日本 玄倉 福岡・ 広島1999 11 (18 ) 18 8 6
大阪5

小野田8

年 平成 年 東海2000 12 9
年 平成 年2001 13

年 平成 年 韓国2002 14 15

年 平成 年 宮古島2003 15 14

年 平成 年 伊豆横浜 四国2004 16 22 23
東北15

九州山口18
佐賀6

年 平成 年 山口錦川 山口柳井2005 17 14 7

年 平成 年 九州 九州山口2006 18 (13 ) 13
延岡9
佐呂間11

年 平成 年2007 19
年 平成 年2008 20
年 平成 年 佐用 防府山口2009 21 9 7
年 平成 年 厚狭2010 22 7

年 平成 年 紀伊2011 23 12

年 平成 年2012 24
日田7
熊本7

つ く ば5

年 平成 年 伊豆大島 山口島根2013 25 23 7
年 平成 年 広島2014 26 8

年 平成 年 常総2015 27 9

年 平成 年2016 28
北海道10

延岡北川16

年 平成 年 津久見 福岡大分2017 29 18 7

年 平成 年 大阪湾 東京湾2018 30 21 24

岡山7
広島7
山口7

年 令和元年2019
15

房総東京湾

長野19
千曲19
郡山19

佐賀 延岡8 9

年 令和 年2020 2
九州北部10

山口10
人吉球磨7
福岡大分7

12-2
西日本

年 令和 年 熱海 佐賀 牧之原2021 3 7 8 5
年 令和 年 宮崎 静岡 新潟2022 4 14  15 8
年 令和 年 取手越谷 山口福岡2023 5 2 7

台風 ）1

注 ： 台風災害に 示し た の 数字は 台風番号。 注 ： 梅雨前線・ 秋雨前線に 示し た 数字は 発生月。 注 ： 赤字は山口県で 発生し た 災害を 含む 。1  2 3

表 演者が 現地調査 
を実施した気象災害 

年間33  
約 件85  

山本晴彦・ 古谷 茂貴： 年 ～ 月の 沖縄  1991 5 6
県の 少雨と農作物被害、農業気象、 （ ）、48 2

、 ．pp.171-174 1992  

年1991 沖縄県に おける農作物の 干害 

山本晴彦・古場杏奈 他 名： 年 月豪雨 3 2022 8
に より新潟県村上市・関川村で発生した 土石
流・洪水災害の 被害調査、自然災害科学、42
（ ）、 、 ．2 pp.127-157 2023  

サ トウ キ ビ  葉タバ コ  

村上市小岩内 

140cm

村上市荒川 

最初 

最新 

平成の 風水害  
（ 年）2014  

平成・令和の 風水害  
（ 年 月予定）2025 2  

書籍 

書籍 

リ ン ゴ 台風  最初  

気象災害画像デ ー タベ ー ス  

年 月退職2023 3  

年2022 村上市関川村の 土石流・洪水災害 

高温 

気象災害 
豪雨 

雪 

強風 
 

雷 

洪水災害 
・外水氾濫  
・内水氾濫  

土砂災害 
・土石流  
・地すべ り  
・が け崩れ   

降積雪 
雪崩（なだれ） 

台風 
高潮 
竜巻 

波浪（高波） 
（海岸侵食） 落雷 

（森林火災） 

猛暑・酷暑 
暖冬 

地震災害 
地震 噴火   

地盤震動     
液状化 

斜面崩壊，岩屑なだれ  
津波                    

地震火災 

降灰，噴石，火山ガス      
溶岩流，火砕流，泥流        
山体崩壊，岩屑なだ れ         

津波，地震 

火山災害 

世界的に 見ても「多様な自然災害」が 頻発 地震（津波）を知らない外国人 

環太平洋火山帯 

霜 
早霜・遅霜 
（放射冷却） 

雹（ひ ょう） 

低温 

少雨 
旱魃（か んばつ ） 

冷夏 
異常低温・凍結 

降水 風 気温 

活断層型地震 
（阪神淡路大震災） 

海溝型地震 
（東日本大震災） 

年ま たは そ れ以上1,000  

級の 海溝型巨大地震では ～ 年M8 100 200  

多い・高い  少ない・低い  

活火山111 

地表面 
気圏（大気圏） 

岩石圏・水圏 

火山性地震、微動、地形変化、熱上昇、火山ガ ス  
前兆現象（予知） 

富士山  
宝永4（1707）年大噴火 

地
震
・
津
波
検
知 

地震津波計 
海底1500m 
実測検知 

死
者
・
行
方
不
明
者
人( )
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者
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総
数

（ 万人）

西暦年1945 50 6055 95 2000 05 10 20157065 8075 9085
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年1995
人6, 482年1959

人5, 868

東
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大
震
災

阪
神

大
震
災

伊
勢
湾

台
風

淡
路

・

年： 三河地震 人， 枕崎台風 人1945 2, 306 3, 758
年： 南海地震 人1946 1, 443
年： カ ス リ ー ン 台風 人1947 1,930
年： 福井地震 人1948 3, 769
年： 南紀豪雨 人1953 1, 124
年： 洞爺丸台風 人1954 1,761

総数 人78, 342

昭 昭 昭 昭 昭 平20 30 40 50 60 27平17平 令7 7
25

元号年

自然災害に よる死者・行方不明者 
（1945（昭和20）年～2021（令和3）年） 

明治 年 明治三陸地震 万人1896( 29)   2.2  
大正 年 関東大震災 万人（ ）1923( 11)   10.5 M7.9  人78,342   

人25,575   
≒ ％33  

東日本大震災 

戦後 年間の 総数77  

⇒ ⇔「コンクリ ートか ら人へ 」 コンクリ ート構造物の 重要性 （過剰投資 想定外）     
費用便益比 （ ） Cost Benefit Ratio, B/C  

M9.0 
震度7 

M7.3 
震度7 

平安時代 
869年 

貞観地震 
M 以上8.3  

岩手県宮古市の 堤防を乗り越えた
大津波（出典：時事通信社） 

津波堆積物の 放射性
炭素年代測（C14法） 

遡上高40.1 m 

出典：昭和 年は主な災害に よる死者・行方不明者（理科年表）。昭和 ～ 年は日本気象災20 21 27
害年報、昭和 年～ 年は警察庁資料、昭和 年以降は消防庁資料をもとに 内閣府作成。28 37 38  
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自然災害に よる死者・行方不明者（1993年～2021年、29年間） 
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過去 年の 津波以外の 水害被害額10  
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高潮災害  
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越
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決
壊 都市型水害 

×  
ポンプ場での 排水 

水門閉鎖 

年 月 日2020 7 7 （大牟田市立み なと 小学校） 
（陸上自衛隊西部方面隊提供 

浸水エ リ ア と住宅誘導区域 
（日経ア ー キ テクチュ ア ） 

（国土交通省） 

年台風 号1991 19  
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堤
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水位上昇 

⇒内水氾濫 外水氾濫 

過去の 主な風水災等に よる保険金の 支払い  

集中豪雨 
）降雨の 範囲が 狭い 1  
地形・風向の 影響に より降雨が   
起こりや すい場所が ある   
）降雨の 時間が 短い（数時間～ 日） 2 1  
対流（空気の 流れ）に よっ てできた雲の 影響で   

短時間の 降雨に なる    
降雨に よっ て水分を失うこと で雲は なくなる   

② 上昇気流 
（雲が できる）     

③ 局地的な降雨 

① 太陽の 日射に より  
空気が 暖め られる     

＜対流性上昇気流＞ 

低 

③ 局地的な降雨 

② 上昇気流（雲が できる） 

① 低気圧や 台風など  
気圧の 低い場所に     
空気が 吹き込む     

＜低気圧性上昇気流＞ ＜地形性上昇気流＞ 

① 湿っ た  
暖か い風    

④ 乾燥した 風 

③ 局地的な降雨 

② 上昇気流 
（雲が できる）     
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短時間大雨情報 

長雨蓄積型豪雨 1.7倍 

気象官署 地点に おける日降水量51  
以上の 年間回数の 推移200mm  
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久留米アメダ ス・区内観測所 
年最大日降水量の 推移 

線状降水帯の 発生メカニ ズム の 模式図 2020年球磨川水害の 線状降水帯 

2014年広島豪雨 
2017年朝倉豪雨 
2020年球磨川豪雨 他 
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2022年8月豪雨により新潟県村上市・ 
関川村で発生した土石流・洪水災害 

山口大学大学院創成科学研究科 山本晴彦  

荒
川 

風化花崗岩による土石流災害 

図 新潟県下越地方および 山形県置 
賜西部地方に おける8月3日～4日（2
日間）の 積算降水量の 分布図（ ：国□

△土交通省， ：気象庁， ：新潟県）○
（破線は 400mm以上の 範囲） 
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図 8月3日0時～4日24時（48時間，2日間）の 時間降水量と 10分間降水量の 推移（坂

町・上関（羽越河川国道事務所），下関・高根・小国（アメダ ス），朝日（飯豊山系砂防事務所）） 
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日最大 時間1
降水量69. 5mm
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日 日3 395. 5mm 4 17. 5mm

最大 時間24
降水量410. 0mm

日 時 分(4 6 10 )

413. 0mm
時 分11 10

19. 0mm

最大 時間6
降水量200. 0mm

日 時 分(3 21 20 )

高根
（ 村上市 ）

日最大 分間10
降水量20.0mm

日 時 分(3 11 08 )

集中豪雨型 長雨蓄積型 

起日mm
千葉県 香取 年 月 日1 153 1999 10 27 ○

〃 長崎県 長浦岳 年 月 日153 1982  7 23 ○
沖縄県 多良間 年 月 日3 152 1988  4 28
熊本県 甲佐 年 月 日4 150 2016  6 21 ○

〃 高知県 清水 年 月 日 * 150 1944 10 17 ○
新潟県 下関 年 月 日6 149 2022  8  4 ○

〃 高知県 室戸岬 年 月 日 * 149 2006 11 26 ○
福岡県 前原 年 月 日8 147 1991  9 14 ○
愛知県 岡崎 年 月 日9 146. 5 2008  8 29 ○
沖縄県 仲筋 年 月 日10 145. 5 2010 11 19 ○
和歌山県 潮岬 年 月 日11  * 145 1972 11 14 ○
鹿児島県 古仁屋 年 月 日12 143. 5 2011 11  2 ○
山口県 山口 年 月 日13  * 143 2013  7 28 ○
千葉県 銚子 年 月 日14  * 140 1947  8 28 ○
宮崎県 宮崎 年 月 日15  * 139. 5 1995  9 30 ○
三重県 宮川 年 月 日16 139 ] 2004  9 29 ○

〃 沖縄県 与那覇岳 年 月 日139 1980  9 24
〃 三重県 尾鷲 年 月 日 * 139 1972  9 14 ○

鹿児島県 小宝島 年 月 日19 138. 5 2018  9 24 ○
〃 山口県 須佐 年 月 日138. 5 2013  7 28 ○

： 欠測値を 含む 。 ]
： 気象官署（ 特別気象観測所（ 旧測候所） を 含む ） 。*

順位 都道府県 地点
観測値 現在観測

を 実施

表 日最大 1時間降水量の 順位 

坂町153mm 

気象庁以外の 雨量観測 

今後は 、北日本等でも短
時間の 大雨が 降ること を
考慮する必要が ある  

長与町役場 
187mm 

上関163mm 

国土交通省 
羽越河川国道事務所 

（気象台、旧測候所・特別地域気象観測所、地域気象観測所） 

北小路144mm 
福岡県河川課 

長
崎
豪
雨 

羽
越
豪
雨 

昭 
53 

令 
4 

平 
29 

福岡県 朝倉 129.5 2017年   7月  5日 ○  

・20位までの 順位では、

主に 西日本、特に 九州・
山口・沖縄地方が 多く観
測されている。 
・北陸・東北・北海道地方
では 、初め ての ランクイン  
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川部
（ 村上市 ）

9 12 15 18 21 24 3 6 9

日3 174mm 日4 395mm

図 川部雨量観測所で 観測さ れた 分間降水量と 防災情報等の 推移14 10  

大雨警報
洪水警報

大雨注意報
洪水注意報

0933 1106

大雨特別警報
洪水警報

大雨警報
洪水警報

09300156

① ② ③ ⑬記録的短時間大雨情報

① 村上市朝日南東部付近で約1203 100mm
② 村上市朝日南東部付近で約1856 100mm
③ 関川村下関で 、 関川村付近で約0114 103mm 100mm
④ 村上市神林付近で約 、 荒川付近で約0117 100mm 100mm
⑤ 村上市神林付近で約 、 荒川付近で約0136 120mm 120mm
⑥ 関川村下関で 、 関川村付近で約 以上0144 131mm 120mm

⑨ 村上市神林付近で約 以上、 荒川付近で約 以上0207 120mm 120mm
⑪ 関川村下関で0254 104mm
⑫ 関川村付近で約 以上、 関川村下関で0257 120mm 128mm
⑬ 村上市荒川付近で 以上、 神林付近で 以0318 120mm 120mm

日3

日4

村上市 1438
避難指示 避難指示 緊急安全確保

1930 0322

緊急安全確保
関川村 0202 全域

人19, 013人10, 725人5, 743 避難指示

0951 人276

（ 切り 替え）

空中写真 土石流が 発生した小岩内地区の 大沢集落に おける被害状況（アジア 航測株式会 
社，2022）（1～24は 建物， は 土石流危険渓流の 標識位置）○  
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Ⅰ図 小岩内大沢 の 土砂災害警戒区域・ 土砂災害特別警戒区域と 居浦 村上 の 土砂災 ( 583- - 017) ( 583- - 005)
害警戒区域の 区域図 新潟県土木部砂防課， ( 2013 お よ び 筆者の 現地調査に 基づ く 住宅等の 被害状況)  
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赤谷川 

朝倉市 杷木松末地区 

2017年7月9日 2017年7月九州北部豪雨 
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北小路公民館観測局（標高220.0m ） 
（福岡県河川課所管） 

北小路観測局 

年 月 日の 日降水量（ ）の 分布2017 7 5 mm  

大分県 福岡県 

朝
倉
市 東

峰
村 日

田
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20km 

8km 

日降水量500mm以上の 豪雨域 

758 792 

①  

郷ノ原川 

②  

①  
①  

崩落現場 

2017年7月9日 

森林の 大規模崩壊 

②  

2017年7月14日 

2017年7月9日 ③  

花月川 

至光岡 

至日田 

JR久大本線 

1）小野川・花月川 2017年7月7日 

橋梁の 流失 

2018年7月を目途に 復旧・17億円 

1934年竣工 全長約80m 橋脚5本 

平成15-23年度 
圃場整備事業 

43.8ha 
9.1億円 



①  
宝珠山川両岸の
農地と森林被害 

裏山の 斜面崩壊 

農村ツーリ ズム 体感 
「ほ うしゅ 楽舎」 

宝珠山川の 右岸被害 

斜面崩壊と 洪水に よる土砂と 流木の 流入 

筑前岩屋駅の 崩壊 

筑前岩屋駅舎 

釈迦ヶ岳
トンネル  

2）宝珠山川 

2017年7月14日 

2017年7月14日 

2017年7月14日 

2017年7月14日 

②  

農業用ハ ウ スへ の 流木の 流入 ②  

①  

①  

③  ③  
④  

④  

真砂土の 流入に よる  
校舎の 被害 

真砂土の 流入に よる  
松末地区の 被害 流木の 直撃 

森林の 斜面崩落に よる真砂土の 流失 Ａ 
杷木松末 

赤
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校舎3階に 避難 

自主防災マ ッ プ  
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（水害、土砂災害） 

平成２６年度は 、上秋月地区、
高木地区、杷木地区、久喜宮
地区、志波地区に て ワ ー ク
ショッ プを開催し、地域の 役員
の 皆様と 意見を出し合い なが ら、
自主防災マ ッ プ を作成しま した 。 
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主な被災路線（近年の み） 
2005年9月6日・台風14号（豪雨） 

第一五ヶ瀬川橋梁（川水流 - 上崎間）、第二五ヶ
瀬川橋梁（亀ヶ崎 - 槇峰間）が 流失するなど全

線にわ たっ て甚大な被害を受け、運行休止。
2008年12月28日廃止。 

肥薩線 

2012年7月12日・梅雨前線（豪雨） 

2016年4月14日・熊本地震 
肥後大津 - 阿蘇駅で不通となっ ていたが 、2020
年8月8日に 全線で運転再開 

南阿蘇鉄道（旧高森線） 
7月31日に中松 - 高森間で運転再開。2023年7
月15日に 立野 - 中松間が 運転再開し全線復旧。 

宮地 - 豊後竹田間に土砂流入。2013
年6月19日復旧。 

2020年7月4日・梅雨前線（球磨芦北豪雨） 

豊肥本線 

久大本線 
2017年7月5-6日・梅雨前線（九州北部豪雨） 

豊肥本線 

高千穂鉄道（旧高千穂線） 

光岡駅 - 日田駅間の 花月川橋梁流失。
2018年7月14日に 全線で運転再開 

日田彦山線 添田―夜明間約29kmで63か 所が
被災。2023年8月28日に BRT運行。 

吉松 - 八代間の 約87kmが 被災。 くま川鉄道（旧湯前線） 11月28日肥後西村-湯前間の
部分運行。 2025年度中復旧。 球磨川第一・第二橋梁の 流失、JR級最大の 235億円 
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球磨川第四橋梁の 流失 
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岡山県倉敷市真備 
年 月 日撮影2018 7 8  

（ア ジア 航測（株）提供） 

山口大学大学院創成科学研究科 
山本晴彦 

年 月の 梅雨前線豪雨に より2018 7
倉敷市真備町で発生した洪水災害 

高
梁
川 

2018 西日本豪雨 岡山の 記録 
山陽新聞社編、2018年8月15日発行 

屋 根近 く ま で 冠 水 し た 倉 敷 市 真 備 地 区 の 住 宅 （7月 7日午 後 、写 真 提 供 ：共同 通 信社 ）  

図 月 日～ 日（ 日間， 時間）の 積算降水量の 分布図（山本ら， ） 7 5 7 3 72 2019  
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7月5日～8日の 新見・真備の 時間降水量・積算降水量と矢形橋の 水位の 推移 
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図 浸水推定段彩図（国土地理院， ）と 筆者らが 測定した実測浸水深（山本， ） 2018 2019  
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2018年7月豪雨により広島県で発生した
土砂災害の 特徴と土地利用の 変遷 

矢野地区を流れる宮下川が 氾濫して  
土砂が 堆積した住宅地（2018年7月10日撮影） 

図 2018年7月5日0時～7日24時の 72時間(3日間)積算降水量の 分布図を「20万分の シー
ム レス地質図」に 重ねて示した 図 

500

40
0

3
00

600

2
0
0

500

5
0
0

40
0

600

40
0

40
0

400

500

400

3
0
0 40

0

400

500

500

30
0

600

瀬野川 

二河川 
黒瀬川 

野呂川 

後期白亜紀の花崗岩類129
後期白亜紀の火山岩類93
後期白亜紀の貫入岩81
中期更新紀の 堆積岩類3
後期更新世 完新世の 堆積岩1 -

0 10 205 キロメートル

呉
市 

坂
町 

東
広
島
市 

尾
道
市 

竹
原
市 

熊
野
町 

安
芸
区 

安
芸
区 

海
田
町 

府
中
町 南

区 

東
区 

安
佐
北
区 

図 7月5日～8日の 時間降水量・積算降水量の 推移 
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地理院地図 

図 安芸区矢野地区に おける 1950年か ら現

在までの 地形図（「地理院地図」で で囲ん□
だ エリ アは 写真1 の 範囲と 一致）（『今昔マッ

プ』（2018）より転載） 
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「髢」とは女性が 日本髪を結う時に髪型を整えたり、
中に入れ込んだりする「付け毛」の ことである。 
「矢野か もじ」は広島県指定伝統的工芸品に指定さ
れており、広島県の ホーム ページに は「広島市安
芸区矢野付近でとれるまさ土が 、か もじの 製造工
程で重要な油抜きに 適しており、また洗い流すた め
に必要な水も豊富であることか ら，か もじづくりが 盛
んになりました。」と記されている（広島県ひろしま
ブランド推進課、2013）。つ まり、「まさ土（真砂土）」

と「水」が 豊富に 存在する矢野町は、風化花崗岩が
存在し、豊富な水系を有するという土砂災害の リ ス
クが 高い地域であることを意味している。 
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写真1 「天神日広団地・神長日広団地」と「梅河ハ イツ」の 空中写真  
（『地理院地図』（2018）より転載） 
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写真6  「梅河ハイツ」に おける土石流に より倒壊
した住宅の 被害状況（2018年7月10日撮影） 

写真7 平成 29年に 竣工した治山ダ ム と土砂が
堆積した堤内の 状況（2018年7月10日撮影） 

地理院地図 

図7 呉市天応地区と坂町小屋浦地区に おける 1925年か ら現在までの 地形図 
（ 「地理院地図」で で囲ん だエリ ア は 写真□ 9 の 範囲と 一致） 

（『今昔マッ プ』（2018）より転載） 

0 300m 

天
応
西
条
（
三
） 

20 

22 
18 19 

21 

写真22天地川の 左岸の 小屋浦公園内に 建立され
た「水害碑」と「報恩」の 石碑（2018年8月6日撮影） 

「水害碑」が 明治43年2月、「報恩」（恩返しの 意味）の 石碑は同44年3月に

小屋浦罹災者一同に より建立され ている。「報恩」の 碑文に は 、「ときは 明治

四十年の 夏七月連日の 悪天候が つ い に 十五日の あ けが た 今までか つ てな
か っ た大雨の ため 谷の 水は あふ れ土砂が 荒れ くるうように 流れた 。この た

め 一瞬に して家屋の 四十三戸が つ ぶ れ命を失っ た人四十四人（著者記：石
碑の 裏面に は 46人の 死亡者の 氏名が 記載されており 44人との 齟齬が ある）

小屋浦地区の 悲惨な状況は、言いあらわ すことが できないさま で手をこま

ね いてなげ くの みであ っ た 。我々の 願いは お 上の 恵みに より救いの もとで得
て、広く援助は 一万余の 巨額の 金と衣類や 食糧など 計算できない。これに

よっ て生きる目標を得た。これは もとより、よく治ま っ た世の おか げ であるが 、

これは 村長菅田茂四郎さん の 被害の 処置に つ い ての 村民を愛する熱烈な

る活動に より五年経過した今復旧の きざしに 至っ た。ここに 徳を讃え石に 記

し碑を建てる。」と記されており、明治40（1907年）年7月15日午前4
時頃か ら発生した豪雨に 伴う水害の 犠牲者を追悼した 石碑である。 
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図8 呉市天応地区の 土砂災害ハ ザ ー ドマッ プ 
（上）（赤字は 地区の 死者数）と DEM情報に 基
づ く標高地図に 記した土砂堆積深（cm）（下） 

写真9 大屋大川の 土石流に より住家や 駐車 
場へ の 真砂土の 堆積（2018年7月11日撮影） 

写真10 大屋大川の 土石流に より道路や住宅に 
堆積した真砂土と花崗岩（2018年7月11日撮影）  
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久留米市田主丸町で
発生した土石流・洪
水災害 

図 2023年7月9～10日（2日間）の 積算降水量の 分布図（白抜きは 欠測）（1：英彦山（アメダ
ス）、2：鶴河内（筑後川河川事務所雨量計）、3：松末小学校（福岡県雨量計）、4：発心北（福
岡県雨量計）、5：耳納山（アメダ ス）、6：久留米（アメダ ス）、7：朝倉（ア メダ ス））（図中の 白枠
は図5の 範囲、赤色破線は 400mm以上の 豪雨域の 範囲） 
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図7 耳納山・久留米・朝倉・英彦山（アメダ ス）、発心北・松末小学校・鶴河内（県雨量計）で観測さ 
れた時間降水量とそ の 積算値、気象・防災情報などの 推移 
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図 2023年6月2日0時か ら4日0時ま
での 2日間（48時間）に おける茎崎橋・

竜ケ崎（土木事務所）・藤代・龍ヶ崎
（アメダ ス）の 降水量、牛久沼湖面・朝
日橋の 水位、気象・防災情報の 推移 

牛久沼に 流入する谷田川の 中流に 位置する茎崎橋では，• 6月2日の 未明か ら雨が 降り始め，15時前後に は一旦降りや んだもの の ，夕
方か ら再び降り始め ，翌日の 3日未明に は雨量強度が 30mm/hを超える強雨を観測しており，昼前に は終息している。降り始め か らの
降水量は 251mmに 達し，最大24時間降水量は 210mm（～3日10時）を記録している。 

• JR竜ケ 崎駅（関東電鉄佐貫駅）か ら東約1kmに 位置する竜ケ 崎土木事務所では，茎崎橋よりも雨量強度は低いもの の ，積算降水量は
289mm，最大24時間降水量も253mmに 達している。 
藤代（下館河川事務所所管）や 龍ケ崎（ア メダ ス，• JR龍ヶ崎市駅か ら南東に 約4.5km）でも両者とほぼ同様な降水イベントが生じており，
藤代では積算降水量が 286mmであるの に 対して，東に 位置する龍ケ崎アメダ スは 255.5mmとや や 少雨傾向となっ ている。 

降水の ピ ー ク が 3日の 未明か ら 明け 方に か け て 発生し

た こ と もあ り ，避難指示が 4時（日の 出時刻：4時23分）に

なっ て 発令され て い る が ，本報告で 対象と した 双葉団地
（双葉1～3丁目）の 住民へ の ヒ ア リ ン グ 調査か ら は ，真

夜中で の 避難が 困難な状況に あ っ た こ と か ら ，2階など

へ の 垂直避難が 大部分を 占め た 。 



図 取手市の 双葉地区に おける土地利用変遷（旧版地図は 「今昔マッ プ」（谷、 2017）、 
空中写真は 国土地理院「地理院地図」と 「地図・空中写真閲覧サ ー ビ ス」より転載・加筆） 
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図 1986（昭和61）年～2023（令和5）年（38年
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目）の 人口の 年齢構成（1歳毎）の 推移（1986
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図 1986（昭和61）年～2023（令和5）年（38年
間）に おける双葉地区（双葉1丁目・2丁目・3丁
目）の 人口（65歳未満、前期高齢者、後期高齢

者）、高齢化率（前期高齢者、後期高齢者、高齢
者）の 推移 
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広島西部山系砂防事務所の土砂災害対策

令和６年２月２日

事務所キャラクター
Mr.エンテ

2023年度 第2回防災講演会
~これからの土砂災害対策～
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広島県内の土砂災害における国の対応
①平成11年6月29日に発生した大規模な土砂災害を契機として、平成13年度から広島西部山系（広島市・廿日市市・大竹市の一部）において直轄砂防事業に着手。
②平成26年8月豪雨により発生した土砂災害に対し、平成26年9月に不安定な土砂に対する安全性確保における緊急工事に着手。平成27年度より再度災害防止の

ため集中的に砂防堰堤等の整備を実施。令和2年8月に砂防堰堤等の整備が完成。
③平成30年7月豪雨により広域的に発生した土砂災害に対し、広島西部山系のほか、新たに広島市安芸区、呉市、安芸郡坂町を含む安芸南部山系において不安定

な土砂に対する安全性確保における緊急工事に平成30年8月より着手。令和元年度より再度災害防止のため集中的に砂防堰堤等の整備を実施。
④令和3年8月豪雨により発生した土砂災害に対し、令和3年9月に不安定な土砂に対する安全性確保における緊急工事に着手。令和4年度より再度災害防止のため

集中的に砂防堰堤等の整備を実施。

平成11年6月豪雨 平成26年8月豪雨 平成30年7月豪雨

広島西部山系区域

安芸南部山系区域

土石流発生箇所

直轄事業着手地区

広島西部山系区域

土石流発生箇所

広島西部山系区域

土石流発生箇所

背戸の川支川（90d）砂防堰堤
(呉市天応）

R2.12完成R2.8完成H16.8完成

相田１号砂防堰堤
（広島市安佐南区相田）

303渓流砂防堰堤・土石流堆積工
（広島市安佐南区八木）

303渓流

3



２．特定緊急砂防事業（特緊事業）
・事業目的：「平成３０年７月豪雨」「令和３年８月豪雨」で土砂災
害が発生した箇所に対する「再度災害防止」
・事業区域：広島西部山系（広島市、大竹市、廿日市市）

安芸南部山系（広島市、坂町、呉市）

１．通常砂防事業
・事業目的：人口や資産の集中地域や、重要交通網が含まれる地
域において、今後の土砂災害に備える事前の「予防保全」
・事業区域：広島西部山系（広島市、大竹市、廿日市市）

○事業内容

（平成３０年７月豪雨）
広島市安佐南区山本地区呉市天応地区

(令和３年８月豪雨)

廿日市市原地区

令和５年度 広島西部山系砂防事務所 事業概要

大竹市白石地区

4

繰り返し発生する土砂災害

広島市の周辺では、100名を超える死者・行方不明者を出した大正15年9月の災害をはじめ、これまでも大規模な土砂
災害が繰り返し発生しています。

平成になってからも、広島市佐伯区や安佐北区、呉市などが被災した平成11年6月29日土砂災害、広島市安佐南区、
安佐北区が被災した平成26年8月20日豪雨災害、広島県全域を襲った平成30年7月豪雨災害、令和3年8月の大雨など、
相次いで甚大な被害をもたらした土砂災害が発生しています。

■主な過去の土砂災害

5

広島西部山系管内の特徴（過去の土砂災害の状況）

6

広島西部山系管内の特徴（土砂災害が発生しやすい理由）

①雨に弱いマサ土
広島西部山系の主な地質は、花こう岩です。花こう岩は、風雨

等で風化して「マサ土」と呼ばれる砂質土に変化します。マサ土
は、粘り気がないため浸食に対して脆弱で、大雨が降ればがけ崩
れや土石流など土砂災害を起こしやすい土壌です。

②近年の雨の降り方の変化
近年、気候変動の影響等により水害や土砂災害が頻発しています。全国の1時間降雨量50㎜以上の年間発生回数を見

ると、最近10年間（2010～2019）の平均年間発生回数（約327回）は統計期間最初の10年間（1976～1985）の平均年間
発生回数（約226回）と比べて約1.4倍に増加しており、更なる水害や土砂災害の頻発・激甚化が懸念されます。
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広島西部山系管内の特徴（土砂災害が発生しやすい理由）

③山に迫る住宅地
広島市の周辺では、山裾まで宅地開発が進展し、山腹や谷の中に宅地が立ち並んでいるところが多くあります。宅地

開発の進展により、土石流となって流下する氾濫の範囲と人々の生活の場が近接したことで、土砂災害危険箇所数が大
幅に増加しました。その一方で、土砂災害を防ぐための砂防堰堤の設置に適した土地は、既に住宅地になっていること
が多く、対策が難しくなっています。

8

広島西部山系直轄砂防事業の特徴

管内の危険な渓流の中から、道路や鉄道等の重要な交通網や人口が特に集中する住宅地、小学校など公的な避難場所
等がある箇所を対象として、土砂災害を未然に防ぐため、砂防堰堤等の必要な施設を集中的に整備しています。

相田１・２号砂防堰堤（広島県広島市安佐南区相田３丁目） H26.8豪雨における砂防堰堤整備（広島県広島市安佐南区緑井～八木）

9
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土砂災害に備える～ハード対策～

堰堤型式：重力式コンクリート砂防堰堤
北陸地方整備局 湯沢砂防事務所

堰堤型式：ソイルセメントによる重力式砂防堰堤

中国地方整備局 太田川河川事務所
堰堤型式：鋼管フレーム型砂防堰堤
近畿地方整備局 六甲砂防事務所

堰堤型式：鋼製ウォール（セル）型砂防堰堤
東北地方整備局 北上川下流河川事務所

土石流対策として、巨石や流木を確実に捕捉する

堰堤型式：堰上げ型スリット砂防堰堤
北陸地方整備局 金沢河川国道事務所

堰上げ効果により、土砂を堆積させる

一般的な砂防堰堤 現地発生土砂量が多い場合等に採用する

現地に多量の土砂があり、地盤支持力が
弱い場合等に採用する。中詰め材にソイ
ルセメントが用いられる場合がある

堰堤型式：大暗渠砂防堰堤
北陸地方整備局 松本砂防事務所

大規模な出水の際に土砂を堆積させ、一気に下
流へ流出することを防止する

 様々な種類の砂防堰堤（全国の直轄砂防事業）
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広島西部山系砂防事業（通常砂防事業）
ひろ しま せい ぶ

◆通常砂防事業の砂防堰堤等整備状況

城北地区（安佐北区）

井口台地区（西区）

1号砂防堰堤施工に向けた
管理用道路施工中

緑井・八木地区（安佐南区）

砂防堰堤

流路

宮下川２号砂防堰堤
流路及び管理用道路施工中

美鈴が丘地区（佐伯区）

上温品地区（東区）

２号砂防堰堤施工中

２号砂防堰堤施工中

1号砂防堰堤
（完成）

２号砂防堰堤
（施工中）

２号砂防堰堤施工中

◆広島市豪雨災害伝承館との連携

展示物のための
資料提供を実施

近隣の砂防堰堤で
パネル展示を実施

１号砂防堰堤準備工施工中

砂防堰堤

12

【令和３年８月】 砂防堰堤による土石流捕捉箇所 位置図

春日野団地

山陽自動車道

太田川

鳥越川１号砂防堰堤

相田１号砂防堰堤

大町５号砂防堰堤 大町７号砂防堰堤

13

相田1号砂防堰堤が土石流を捕捉しました（広島市安佐南区相田7丁目）

災害発生日：令和３年８月１４日
降雨状況 ：累加雨量 576㎜

（8月12日2時～15日1時）
時間最大雨量 33㎜
（8月12日8時～9時）
※相田雨量観測所（国交省）

発生箇所 ：広島県広島市安佐南区相田7丁目
崩壊状況 ：土石流捕捉量 約1600m3

状 況 ：８月１２日からの大雨により土石流が発生
したが、砂防堰堤及び遊砂地で土砂及び流
木を捕捉｡
下流地区への被害を未然に防止した。

（参考）対象渓流の土砂災害警戒区域内の人家戸数653戸

あ い た あ さ みなみ く あ い た

広島県

島根県

山口県

岡山県

鳥取県

広島西部山系
直轄砂防事業

広島県広島市
安佐南区相田

位置図

ひろしまけん ひろしまし あさみなみく あ
いた

相田３号
砂防堰堤

相田１号
砂防堰堤

全景 山陽自動車道

あ さ みなみく あい た

相田7丁目

土石流発生前（R3.5.26撮影） 土石流発生直後(R3.8.15撮影)

相田２号
砂防堰堤

土砂災害警戒区域

相田１号砂防堰堤

相田２号

【堰堤の諸元】
堤 長 L=61.0m
堤 高 H=10.5m
堆砂容量 V=約1670m3

完 成 平成16年7月
14

相田１号砂防堰堤ドローン調査写真 【令和3年8月15日】
あ い た

堰堤上流の堆砂状況

遊砂地の堆砂状況

渓流の崩壊状況
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令和３年８月の大雨における直轄砂防事業の効果

〇広島県広島市では、平成11年 6⽉29⽇に発⽣した⼤規模な⼟砂災害を契機として、広島⻄部⼭系直轄砂防事業に
より、砂防堰堤１４２基を整備（令和２年度末時点）。

〇その結果、令和３年８⽉の⼤雨では平成26年8⽉豪雨や平成30年7⽉豪雨以上の降雨を観測したが、４基の砂防堰堤
等で⼟石流を捕捉したこともあり、重⼤な人的被害は発⽣せず、被害を未然に防止。

《広島西部山系管内における過去の被害状況との比較》

《過去の被災状況》

平成30年7⽉豪⾬の被災状況
（広島市東区馬木付近）

砂防堰堤及び遊砂地が土石流・流木を捕捉し
下流への被害を未然に防止

《令和3年8月の大雨における施設効果》

平成26年8⽉豪⾬の被災状況
（広島市安佐南区緑井八丁⽬付近）

H26｡8豪雨 H30｡7豪雨 R3｡8大雨

砂防堰堤の集中
的な整備により
国土を強靭化

４基の砂防堰堤を約２３億円で整備し、
約４９３億円の被害を防止

相田１号砂防堰堤

（広島市安佐南区相田７丁目）
（平成16年７月完成）

保全対象

砂防堰堤

【人的被害】広島市での土砂災害による死者数

【完成堰堤数】広島西部山系直轄砂防事業で整備した砂防堰堤の完成基数
【総降水量】 H26.8豪雨・・8/19 17：00～8/20 12：00/三入観測所

H30.7豪雨・・7/5 9：00～7/7 23：00/温品観測所
R3.8大雨 ・・8/12 0：00～8/19 10：00/小河内観測所

(H26.5)

(H30.3)

(R3.3)

遊砂地

【被害額】土砂災害警戒区域内の保全対象をもとに算出

17
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１．広島西部山系砂防事務所の紹介

２．事務所の事業内容

２－１．ハード対策の実施

２－２．土砂災害対応

３．事務所の様々な取り組み

４．事業を遂行する上での意識

降雨状況（H30年7月豪雨）

平成30年7月豪雨はH26年8月豪雨と比べ、降雨継続時間が長く、降雨範囲が広域で
あり、広島県内に広く土砂災害が発生した。

三入観測所（広島市安佐北区）
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雨量データ XRAIN
63時間雨量

平成30年7/5 9:00 ～7/7 23:00 

広島県

温品観測所（広島市東区）

雨量レーダー画像
（Cバンドレーダー）

平成26年8月20日 4:00

総雨量 430mm
最大時間雨量 40mm

総雨量 259mm
最大時間雨量 101mm

温品観測所（広島市東区）

三入観測所（広島市安佐北区）

最大時間雨量 101mm
（H26.8.20 4:00）

最大時間雨量 40mm
（H30.7.6 19:00）
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広島県内の土砂災害の被害状況

※広島県作成資料
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H30.7.26撮影

大屋大川

背戸の川

土砂の堆積は高いところで約1.8m程度までに及んだ。

平成30年7月豪雨の土砂災害の特徴

土砂・洪水氾濫（呉市の事例）

気候変動の影響もあり、近年は同様の被害が全国で毎年のように発生！ 21
狭い路地にも大量の土砂が堆積し、重機の
進入も困難な状況。

大量の土砂が堆積し、住宅への出入りが困
難な状況。

大量の土砂、巨石や流木等が堆積し、捜索
活動を困難にした。

河川、道路は機能を失っていた。

平成30年7月豪雨の土砂災害の特徴

土砂・洪水氾濫（呉市の事例）

22

河川土砂撤去・道路啓開【呉市天応】

○国・県・市の役割分担を決めて7月26日から8月22日まで河川土砂撤去や道路啓開を実施。

県施工分
・大屋大川土砂撤去

・（県）呉環状線啓開

天応中学校

国施工分
・背戸の川土砂撤去

・市道啓開

市施工分
・市道啓開

土砂撤去前 土砂撤去後

土砂撤去前 土砂撤去後

土砂撤去前 土砂撤去後

■市道啓開状況■河川土砂撤去状況

①

②

③

①

②

③

23

高度技術指導班（土砂撤去支援）の活動状況【呉市天応】

○河川や道路、市街地に堆積した土砂の撤去が二次災害防止や地域の復旧の遅れとなっていることより、自治体へ
の土砂撤去を支援する高度技術指導班を派遣し、指導・助言、土砂撤去計画の作成や進捗管理を実施。

○最大５名体制で7月23日から8月27日まで支援を実施。

災害対策本部車設置状況（呉市天応小学校校庭） 土砂撤去復旧作業打合せ

現地状況確認 施工業者との作業打合せ

現地状況確認

進捗状況確認
24



土砂災害が再び起こった場合に発生する土砂に対し、安全性を確保する砂防設備の整備。

Ｓｔｅｐ-3 砂防設備整備（再度災害防止のための砂防工事）

整備の進め方イメージ
（平成26年8月豪雨対応 整備実施箇所）

Step-3
再度災害防止の
ための砂防工事

Ｓｔｅｐ-2
緊急的な砂防工事

広島市安佐南区八木

○直轄砂防事業９地区の緊急工事（砂防堰堤20基）に加え、令和元年度から再度災害防止として特定緊急砂防事業により、
緊急工事で整備した砂防堰堤の嵩上げ、新規の砂防堰堤・遊砂地等を整備。

平成30年7月豪雨による土砂災害への国土交通省の対応

■国土交通省における
特定緊急砂防事業実施箇所

９地区（広島市、呉市、坂町）において
砂防堰堤・遊砂地等を整備

(現在砂防堰堤、遊砂地等整備中）

Step-2 砂防堰堤整備（緊急的な砂防工事）

砂防堰堤整備イメージ砂防堰堤工事状況イメージ

土砂災害により発生した不安定な土砂に対し、
安全性を確保する砂防堰堤を整備。

Step-1  応急対策

土砂災害により発生した不安定な土砂に対し、
安全性を確保する応急対策を実施。

（H30年12月26日完了）

(R2年12月25日完了）

④ワイヤーネット設置

ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ

警報装置

③ワイヤーセンサー設置

③監視カメラ設置

②流路工整備

25

天応中学校

Ⅰ-3-81-92隣e渓流

大屋大川支川（92隣e渓流）応急対策の実施について

➀流路工

➀沢水の処理
（平成30年9月22日完成）

③巨石対策
（落石防止対策）

③巨石対策
（破砕撤去）

路頭岩・浮石をワイヤーロープ等で固定

下部の転石は破砕して撤去

➂落石防止対策

（平成30年11月21日完成）

➁落石緩衝対策

山際に流路工設置

➁落石緩衝対策
（平成30年9月22日完成）

谷側に土のうで壁を設置

26

砂防堰堤工事の安全確保について

撮影日：H31.2.8

砂防堰堤工事の安全確保のため巨石以外の石や土砂の流出を防ぐため、ワイヤーネットを設置

撮影日:H30.7.21 撮影日:H31.2.1 撮影日:H31.2.6

27

大屋大川支川（９２隣ｅ渓流砂防堰堤）工事進捗状況

R1.9月時点（堰堤コンクリート打設）R1.8月時点 本体掘削R1.2月末時点 着手前

R2.３月末時点 堰堤打設完了 R3.3月時点 垂直壁完成 R3.10月末時点 堆積工施工中

28



天応中学校の生徒に命名頂いた
堰堤銘板を設置（R2.2.25）

渓流保全工

永輝砂防堰堤
長さ＝７０ｍ
高さ＝１３．０ｍ
※土砂を止められる量

約1,100m3

大屋大川支川
（92隣h渓流）

堆積工
長さ＝約31m
幅 ＝約14m
深さ＝3.6m
※土砂を止められる量

約800m3

砂防堰堤
長さ＝３９ｍ
高さ＝１１．０ｍ
※土砂を止められる量

約1,000m3

大屋大川支川
（92隣e渓流）

天応中学校校舎

R５.７撮影

大屋大川支川（92隣e渓流・92隣h渓流）の整備状況

29

平成30年7月豪雨災害の砂防設備整備状況（その１） 令和５年12月現在

堰堤長 L=38m
堰堤高 H=7.0m

堰堤長 L=51m

堰堤高 H=14.5m

小田川砂防堰堤

堰堤長 L=56m
堰堤高 H=13.0m

堰堤長 L=45m
堰堤高 H=10.5m

小田川（広島市安佐北区口田南３丁目） 矢口川（広島市安佐北区口田南５丁目）

寺条川右支（広島市東区福田１丁目）

矢野川（広島市安芸区矢野東７丁目、矢野町）

一ヶ谷川（279-1渓流）砂防堰堤・遊砂地 一ヶ谷川（279-2渓流）砂防堰堤 矢口川支川（6204隣渓流）砂防堰堤

堰堤長 L=72m

堰堤高 H=11.0m

寺条川右支渓流砂防堰堤

大谷川（広島市東区馬木町）

（下流）
堰堤長 L=123m

堰堤高 H=14.5m

大谷川砂防堰堤群

大元谷川（広島市安芸区上瀬野）

堰堤長 L=92m

堰堤高 H=14.0m

大元谷川砂防堰堤

山王川（広島市安芸区中野東）

堰堤長 L=106m

堰堤高 H=14.5m

山王川砂防堰堤

的場川砂防堰堤 深山の滝川下流砂防堰堤 深山の滝川上流砂防堰堤神長南川砂防堰堤

堰堤長 L=51m
堰堤高 H=12.0m

堰堤長 L=90m

堰堤高 H=11.5m

堰堤長 L=79m

堰堤高 H=14.0m
堰堤長 L=68m
堰堤高 H=14.0m

（上流）
堰堤長 L=  62m

堰堤高 H=14.5m

（支川）
堰堤長 L=  53m

堰堤高 H=13.0m

施工中施工中

遊砂地施工中

30

堰堤長 L=44m

堰堤高 H=9.5m

堰堤長 L=59m
堰堤高 H=13.5m

大屋大川（呉市天応） 総頭川（安芸郡坂町坂）

大判川砂防堰堤

総頭川（上流）砂防堰堤

背戸の川（90ｂ渓流）砂防堰堤

背戸の川支川（90f渓流）
砂防堰堤

堰堤長 L=74m

堰堤高 H=14.5m

堰堤長 L=86m

堰堤高 H=13.0m

大屋大川支川（92隣e渓流）砂防堰堤

堰堤長 L=70m
堰堤高 H=13.0m

明神川砂防堰堤 堰堤長 L=77m
堰堤高 H=14.5m

背戸の川

総頭川

堰堤長 L=69m

堰堤高 H=12.0m

背戸の川支川（90ｄ渓流）砂防堰堤

平成30年7月豪雨災害の砂防設備整備状況（その２） 令和５年12月現在

大屋大川遊砂地 施工中

大屋大川既設堰堤下流（92渓流）砂防堰堤

堰堤長 L=53m
堰堤高 H=14.5m

施工中

大屋大川

大屋大川遊砂地

大屋大川
施工中

施工中

堰堤長

L=101m

堰堤高
H=9.0m

総頭川砂防堰堤・遊砂地 施工中

総頭川
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中国地整からのTEC-FORCE派遣（令和6年能登半島地震）
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中国地整からのTEC-FORCE派遣（令和6年能登半島地震）
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１．広島西部山系砂防事務所の紹介

２．事務所の事業内容

２－１．ハード対策の実施

２－２．土砂災害対応

３．事務所の様々な取り組み

４．事業を遂行する上での意識

当事務所管内の特徴として、山裾に人家が密集していることに加え、土砂災害の危険性が高い渓流が多数隣接していることか
ら、緊急時等の調査・点検実施には、作業の効率化・迅速化が求められる。一方、発災直後は現地に不安定土砂が多量に堆積し
ており、再度災害発生の危険性も高く、安全を確保したうえでの人力での調査は時間を要する。

そのため、UAVの目視外自律飛行（レベル３）を活用した調査・点検を実施し、作業効率を飛躍的に向上させることで、緊急時に
おいて現地状況の迅速な把握等を可能とし、また、作業従事者の渓流内への立ち入りも不要となり、作業の安全性も向上する。

UAVを活用したレベル３飛行による渓流点検の実施

TEAMSによるリアルタイム映像配信に
より、現地情報把握の更なる迅速化

SMART SABOなどの
関連システムとの連携

電子通信機器を利用したUAV調査・点検の幅広な活用

短縮時間
（短縮率）

点検時間
地区

UAV点検人力での点検

6：57
（71％）

2：489：45緑井・八木地区
（34施設）

3：45
（84％）

0：444：29宮内・明石地区
（3施設）

0：42
（32％）

1：292：11五月が丘地区
（9施設）

■人力での点検とUAV点検（レベル3飛行）の作業時間の比較

：離着陸地点
：飛行ルート

離発着地点

UAVによる土砂流出確認状況
緑井・八木地区

大幅な点検時間
の短縮による調査
の効率化

離着陸地点

アングル1,2

アングル5

アングル4

アングル6

アングル3

事前に撮影アングルや、
自律飛行ルートなどの
基礎情報を設定

広島西部山系砂防事務所の取り組み

ＩＣＴを活用した砂防事業における生産性向上

35

遠隔臨場の実施

広島西部山系砂防事務所の取り組み

コンクリート圧縮試験の立会

広島西部山系砂防事務所

コンクリート試験現場

地質調査ボーリング
実施箇所

広島西部山系砂防事務所

生産性向上や非接触・リモート化に向け、従来は監督職員が現場に出向き実施していた「段階確認」「立会」「材料確認」など
について、現地に出向かず、Web 通信を使用した「遠隔臨場」を実施。

現場への移動時間や、立会に伴う受注者の待ち時間の短縮など、生産性向上に貢献。

地質調査ボーリングの検尺立会

ＩＣＴを活用した砂防事業における生産性向上
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広島西部山系砂防事務所の取り組み

３Dデータを使用し、クレーンヤード
とクレーン作業能力の検討

計測した地形３Dデータと設計３D
データを重ね合わせ、イメージを
共有することや、ICT建機にデータ
を入力し施工を実施。

○ ３Ｄデータによる測量作業の簡略化・出来形検査

レーザーによる３Ｄ計測

計測した３Ｄデータ （計測器画面）

計測データと設計データの
評価結果プロット（ヒートマップ）

出来形の確認は、上図「ヒートマップ」により設計
との差を面的に評価することにより、省力化を
図っている。

マシンガイダンスを

用いて操作

実際のマシンガイダンス画面

ICTバックホウを用いた掘削

○ ICT建設機械の導入

○ ３Ｄデータによるイメージ共有化や施工計画検討の活用 ○ＡＲ（拡張現実）・VR（仮想現実）・MR（複合現実）の活用

ＶＲ用バイザーで見ている
画面（仮想空間）

砂防堰堤 AR

掘削・床堀 AR

発注工事でのBIM/CIM活用ＩＣＴを活用した砂防事業における生産性向上

37

令和３年度 広島西部山系八幡川支川砂防堰堤工事 施工者：（株）伏光組

令和４年度 安芸南部山系総頭川下流砂防堰堤工事 施工者：（株）鴻治組

令和４年度 安芸南部山系背戸川支川渓流砂防堰堤工事 施工者：（株）増岡組

令和３年８⽉の⼤⾬で土⽯流により被害を受
けた広島市⻄区⼰斐上５丁⽬の砂防堰堤工事
現場において地元住⺠を対象とした現場⾒学会を
令和４年6⽉20⽇に開催（参加者約30名）。
UAVによる地形データと構造物モデルを合成し、
砂防堰堤が完成した時の⼤きさなどをＡＲ（拡張
現実）により確認していただいた。

平成30年７⽉豪⾬で甚⼤な被害が発⽣した
坂町坂地区（総頭川）の砂防堰堤工事現場
において地元住⺠を対象とした現場⾒学会を令
和４年11⽉11⽇に開催（参加者約100名）。
３次元モデルを利⽤した施工ステップの紹介や
砂防堰堤が完成した時の現地状況や堰堤の⾼
さなどをＶＲ（仮想現実）・ＭＲ（複合現
実）により、よりリアルに体感していただいた。

平成30年7年豪⾬で甚⼤な被害が発⽣した
呉市天応地区（背⼾の川）の砂防堰堤工
事現場において地元住⺠を対象とした現場⾒
学会を令和４年11⽉22⽇に開催（参加者
約50名）。
UAVによる地形データと構造物モデルを合成
し、砂防堰堤が完成した時の⼤きさなどをＡＲ
やＶＲにより確認・体感していただいた。

構造物データ
3Dモデル化

施工ステップを３次元モデルにより紹介

３次元モデルの作成

地形データ
3Dモデル化

統合モデル
３次元モデルで工事内容を説明 ＡＲで砂防堰堤完成状況を確認

ＡＲによる砂防堰堤完成状況を確認

ＭＲによる完成後の現地状況を体感

UAVによる地形測量 ３次元モデル作成

VＲによる堰堤の高さを体感

広島西部山系砂防事務所

広島西部山系砂防事務所の取り組み

事業説明会でのBIM/CIM活用ＩＣＴを活用した砂防事業における生産性向上
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広島西部山系砂防事務所

砂防堰堤において、堰堤の位置を決める際や細部構造の検討、施工計画検討にBIM/CIMによる検討を行っている。
２次元データに比べ、３次元データはイメージがわきやすく、受発注者間の意思疎通をミス無く迅速に行うことが可能となった。

ＤＸ推進における職員教育

令和５年度は事務所職員を対象
にBIM/CIMの知識習得や、災害対
応時におけるＤＸ推進を勉強会を
通じて引き続き実施する。

※Ｒ４はSMART SABO、ＵＡＶ、３Ｄ
ソフ ト勉強会等を実施

砂防堰堤の位置決定におけるBIM/CIM検討事例

細部構造検討のためのBIM/CIM活用事例 施工計画検討におけるBIM/CIM活用事例 各工事毎のＩＣＴ取組事例

UAV勉強会

また、各受注者が実施しているＤＸの取組事例を収集し、職員
や受注業者の意識啓発アイテムとして活用する。

広島西部山系砂防事務所の取り組み

設計でのBIM/CIM活用ＩＣＴを活用した砂防事業における生産性向上
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広島西部山系砂防事務所

受注業者の協力のもと、BIM/CIM活用意見交換会を令和５年２月２０日（月）に開催。
設計・施工間のデータ連携における課題把握のため、砂防工事現場での取組紹介や設計時のBIM/CIM取組について情報交換を行い、

令和５年度からのBIM/CIM原則適用に向け、砂防事業に求めるBIM/CIM活用項目の確認などを行った。

【出席者】
■設計コンサルタント

・（株）荒谷建設コンサルタント

・いであ（株）
・中電技術コンサルタント（株）
・復建調査設計（株）

■施工業者
・（株）鴻治組 ・（株）竹下建設

・（株）伏光組 ・（株）増岡組
・宮川興業（株）

■発注者
・広島西部山系砂防事務所 意見交換会の様子

●BIM/CIM活用の取組についての情報交換

施工ステップ作成の紹介（設計コンサル）

CIMモデル作成の紹介（施工業者）

統合モデル作成の紹介（設計コンサル）

CIMによる出来形確認紹介（施工業者）

●設計・施工間のデータ連携の課題把握（山本３号砂防堰堤工事）

設計・施工間のデータ連携における課題把握のため下記の取組を実施。

【意見交換会での内容】
• モデルのデータ形式について

→設計コンサル、施工業者が、どの様な形式を使用しているのかを確認させていた
だいたことで発注者のデータ形式を示す参考とする。

• 設計段階に求められる施工ステップは
→施工段階では、構造物モデルがあれば施工の検討は可能である。
→設計段階で工程や仮設を確認するために施工ステップは必要。

• データ引継ぎで想定される課題について
→中間ファイル形式では、施工業者でのデータ加工ができないことが生じるため、

オリジナルデータも一緒に提供することが必要。

• 既往設計の二次元図面や施工業
者が作成した平面図からICT施工
に利用する各種モデル（統合・地
形・構造物・土工形状）を作成

• 施工業者へデータ引継ぎ、データ
確認、ICT施工の意見交換

• 作成されたモデルの現場活用

●令和５年度からのBIM/CIM原則提供に向けての意見交換

• 発注者として砂防事業におけるBIM/CIM活用の
項目（設計段階の義務項目・推奨項目）につい
ての確認。

• 各項目における活用目的、作成するモデル、モ
デル詳細度（200・300）の確認。

• モデル詳細度を300とした場合どこまで作成する
か（例えば安全管理施設や階段等の詳細な構
造など）。

広島西部山系砂防事務所の取り組み

BIM/CIMの相互理解推進ＩＣＴを活用した砂防事業における生産性向上
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令和５年度砂防工事安全施工管理技術研究発表会を開催！

広島労働局より労働災害防止対策の講話

近年の労働災害発生状況や

分析結果、防止対策などを分
かりやすく説明いただきました。

発表者の皆様

「安全施工技術、安全対策の創意工夫」「働き方改革の取り組み」の２
テーマで発表いただきました。「３Ｄデータ活用と技術力の関係」の質
問に対し、「現場経験の浅い若手技術者は３Ｄデータから経験を積む
方が技術力向上に繋がる」、という新たな視点からの回答がありました。

(株)伏光組天童氏

(株)砂原組丹田氏

大之木建設(株) 山口氏

アイワ産業(株) 温品氏

(株)伏光組佐藤氏

(株)栗本 堀尾氏

山陽工業(株) 梅田氏 (株)増岡組 舛田氏

宮川興業(株) 宮地・佐々木氏

「ターンテーブル＋不
整地運搬車」の採用で、
リスク低減を図った。

会社内でＤＸの内製化
を進め作業計画の立
案等を効率的に実施。

急勾配箇所の伐採に
適切な重機配置を行
い省力化を図った。

急傾斜地崩壊対策工
事においてＩＣＴ建機
（MC）での掘削を実施。

小規模土工にも３次元
データの分割でＩＣＴ建
機側の処理能力UPを

図った。

デバイスを活用した書
類チェック、重機や監
視カメラにＡＩを搭載し
安全管理を図った。

職員のＤＸ技術向上の
ため、サポート企業の
現地講習を実施。

自律四足歩行ロボット
のシステム改良や仮
設ハウスの改良を実

施。

法面部の出来形管理
は地上型ＬＳ、転石検
収などは３Ｄ簡易ス
キャナを採用。

令和 5年12月13日（水）、砂防工事における安全施工管理技術の向上を図るため「砂防工事安全施工管理技術研究発表会」を開催しました。
参加者は職員に加え、建設会社、コンサルタントなど会場とオンライン参加の聴講者を加えると約８０名が参加しました。はじめに、広島労働局の森岡

地方産業安全専門官様より「建設業における労働災害防止対策」の講話をいただき、その後、９名の施工者の皆様から安全対策や生産性向上に関する
取り組みについて発表していただきました。各社ともに生産性向上を推進することで、作業員が取り組みやすい環境づくりにも配慮していました。

会場からの質問

フェラバンチャザウルス

2024年から建設業で始まる残業上限規制に向け労働環境改善が急務になっており、「安全対策」に加え「働き
方改革」「生産性向上」についても、各社が工夫を凝らし懸命に取り組んでいる状況が感じられる発表会となった。
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森林整備・治山対策

水田貯留 ため池等
の活用

雨水貯留施設
の整備バックウォータ―対

策

排水機場の整備 リスクが低い
地域への移転

学校施設の
浸水対策

海岸保全施設の整備

雨水貯留・排水
施設の整備

堤防整備・強化

遊水地整備

河道掘削

治水ダムの
建設・再生

利水ダム
の活用

集水域

河川区域

氾濫域

砂防関係施設
の整備

リスクの高い地域

○ 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対策、
「流域治水」へ転換。

○ 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて
一つの流域として捉え、地域の特性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるための対策、
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める。

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]

治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水
機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]

河床掘削、引堤、砂防堰堤、
雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]

「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]

雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]

二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

県 ：都道府県
市 ：市町村

[ ]：想定される対策実施主体

氾濫域 氾濫域土地のリスク情報の充実
[国・県]

水害リスク情報の空白地帯解消、
多段型水害リスク情報を発信

避難体制を強化する
[国・県・市]

長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握

経済被害の最小化
[企業、住民]

工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定

住まい方の工夫
[企業、住民]

不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進

被災自治体の支援体制充実
[国・企業]

官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化

氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]

排水門等の整備、排水強化

②被害対象を減少させるための対策①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

「流域治水」の推進 河川での対応だけでなく、流域全体での対応へ
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長束八木線
（広島市施工中）

○広島市は、平成26年8月豪雨から得られた教訓や知識を伝承することなどを目的に、「広島市豪雨災害伝承
館」を建設中（令和5年9月開館予定）。
〇当事務所から、展示物の検討に向けた資料提供などを実施。

上楽地１号砂防堰堤
（1006-2渓流）

上楽地２号砂防堰堤
（1006渓流）

紫野采砂防堰堤
（305渓流）

梅林台砂防堰堤
（304渓流）

豪雨災害伝承館

長束八木線
（広島市）

小原山砂防堰堤
（303渓流）

小原砂防堰堤
（1005渓流）

直轄砂防事業（国）と豪雨災害伝承館整備（自治体）の連携

広島市豪雨災害伝承館
（出典：広島市八木・緑井地区復興だより、豪雨災害伝承館HP）44

44

目次
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１．広島西部山系砂防事務所の紹介

２．事務所の事業内容

２－１．ハード対策の実施

２－２．土砂災害対応

３．事務所の様々な取り組み

４．事業を遂行する上での意識



国道９号出雲市多伎地区地すべり（松江国道事務所）
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国道９号出雲市多伎地区地すべり（松江国道事務所）
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降⽔量を⼊⼒
解析⾬量・降水短時間予報等

タンクモデル
⾬水の地下浸透や河川流出を計算

タンク内の総貯留高

⼟壌⾬量指数

Ishihara & Kobatake(1979)
のタンクモデル

〇タンクモデルを⽤いることにより、既に降った⾬（先⾏降⾬）の土砂災害発⽣への影響を適切に反映す
ることができる。

〇 ⾬のデータをもとに、土砂災害メカニズムに対応した
モデルを⽤いて『指数』を作成し、それに基づいて、災
害リスクを評価。
〇 土中を３つのタンクにおける⽔の貯留で表現したモデル
（タンクモデル）により、土壌中の⽔分量を指数化した
値（土壌⾬量指数）を算出。

土砂災害警戒情報の予測手法 ～土壌雨量指数に基づく危険度の予測～

48

土壌雨量指数の考え方の導入

東海道新幹線の新しい降雨運転規制の導入について

東海道新幹線では、沿線等に設置した 59 箇所の雨量計を用いて、降雨量が規制値に達し
た場合に徐行や運転見合わせなどの運転規制を実施し、安全を確保しています。

このたび、一層の安全確保を目的として、線路から離れた場所を発生源とする土石流に備

えるため、土砂災害の発生危険度の把握に優れた指標である「土壌雨量指数」を用いた運転
規制を導入しますのでお知らせします。

１．概要
雨量計による運転規制は、現在「時雨量」、「連続降雨量」、「10 分間雨量」の３つの指標に

よって行っています。このたび、これらの規制に加えて、土石流が発生した際に東海道新幹線
の運行に影響を及ぼす恐れのある箇所を対象に、気象庁が配信する「土壌雨量指数（※）」を
用いた運転規制を導入します。

※１ 「土壌雨量指数」は、降った雨が土壌中に水分量としてどれだけ溜まっているかを数値化

した指標で、各地の気象台等が発表する大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報等の判断
基準に用いられています。

（出典 ２０２２年５月３０日 東海旅客鉄道株式会社 記者発表）
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地域の発展に寄与する砂防事業

大源太川

魚野川

昭和23年頃の状況

[湯沢町の状況] 昭和10年
 市街化面積︓40.93 km2

 人⼝︓6,688人

豪⾬のたびに土砂が氾濫・堆積し、
利⽤困難な土地が広がっていた

昭和10年 湯沢町での土砂氾濫状況 50

地域の発展に寄与する砂防事業

現在の状況

大源太川

魚野川

関越自動車道 湯沢IC

魚野川・大源太川流路工

湯沢学園
（保育園・小中学校）

湯沢中央公園
陸上競技場

[湯沢町の状況] 平成27年
 市街化面積︓54.13 km2

 人⼝︓8,144人

・観光客数︓433万4千人
（人⼝一人当たり⽐率532人）

・一人当たり年間所得︓3,822千円
・関越自動⾞道︓約11,000台/⽇※

・国道17号︓約13,000台/⽇※

※ 平⽇平均24時間交通量 51



広島県
みんなで減災県⺠総ぐるみ運動

2024年2⽉2⽇

広島県危機管理監みんなで減災推進課

2

広島県の近年の主な災害

全壊家屋数負傷者
死者

（※）・
行方不明者

災害名称時期

９１人３人８月豪雨災害R3.8
１２人２人７月豪雨災害R2.7

１，１６7１４７人１５８人７月豪雨災害Ｈ30.7
１79４４人７７人８月豪雨災害Ｈ26.8
１９６人５人７月豪雨災害Ｈ22.7
２７１４７人５人台風１８号Ｈ16.9
６５１９３人１人安芸灘（芸予）地震Ｈ13.3

１５４５９人３２人6.29広島土砂災害Ｈ11.6
５０４９人６人台風１９号Ｈ3.9

※死者には，災害関連死を含む。
（注）Ｈ30.7月豪雨災害については，Ｒ5.12.18現在。

3

広島県の地形条件

土砂災害警戒区域 全国で最も多い 約４万８千箇所

○⼭地が多い地形
県土の７０％が⼭地。

○宅地開発の進展
平野部が少なく、
高度経済成⻑に住宅ニーズに応えるため，
人口が集中した市街地の⼭すそに団地を造成

○脆弱な地質
崩れやすい「マサ土」が県土の大半を占める

広島県には土砂災害のおそれがある区域が多い

⇒⻑雨や豪雨による土砂災害が起こりやすい
4

（参考）大雨特別警報（土砂災害）の指標に用いる基準値

気象庁ＨＰ 気象等に関する特別警報の発表基準 大雨特別警報（土砂災害）基準値を地図上に色分けした図
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/kizyun-kishou.html

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/kizyun-kishou.html
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「平成26年８月豪雨災害（8.20広島土砂災害）」

死者 行方不明者 ７７人
負傷者 ４４人
全壊家屋数 １７９

6

「平成26年８月豪雨災害（8.20広島土砂災害）」の教訓

自然災害による人的被害をなくしていくためには
行政における，ハード・ソフトが一体となって講じる対策に加え

（いざという時に）県⺠の皆様の判断に基づいて，
適切に「命を守る」行動をとっていただくことが極めて重要

この教訓を踏まえ

平成27年３月 広島県「みんなで減災」県⺠総ぐるみ運動条例を制定
県⺠の皆様が災害から命を守るために適切な行動をとることができるよう，

県⺠，自主防災組織，事業者，行政等が一体となった
「広島県「みんなで減災」県⺠総ぐるみ運動」を展開。

①知る
身の回りの災害危険個所

などを知ろう

①知る
身の回りの災害危険個所

などを知ろう

②察知する
災害発生の危険性を
いち早く察知しよう

②察知する
災害発生の危険性を
いち早く察知しよう

③行動する
自ら判断して

適切に行動しよう

③行動する
自ら判断して

適切に行動しよう

④学ぶ
防災教室や防災訓練などに参加し
て災害から命を守る方法を学ぼう

④学ぶ
防災教室や防災訓練などに参加し
て災害から命を守る方法を学ぼう

⑤備える
非常持出品を準備するなど

災害に備えよう

⑤備える
非常持出品を準備するなど

災害に備えよう

県⺠の皆様に取り組んで
いただきたい

「５つの行動目標」

「平成30年７月豪雨災害（⻄日本豪雨）」

153死 亡

5⾏⽅不明

158合 計

死者・行方不明者１５０名超
過去５０年で最大の人的被害

＜人的被害＞（Ｒ5.12.18）

15,694⼾住宅被害
（Ｒ1.7.3）

1,242箇所
（23市町）土砂災害
破堤12河川
越⽔90河川浸⽔被害

道路・鉄道への被害による大動脈の寸断

県全域にまたがるライフラインの被害

孤立状態となった地区

最⼤時区 分

約4万7千⼾
（7⽉7⽇ 8時時点）停 電

約22万⼾
（各市町ピーク時）断 ⽔

＜断水した市町＞

 給水所に並ぶ住⺠の方々

702避難所
開設数

17,379避難者数

＜その他の被害状況＞

安芸郡坂町小屋浦
ＪＲ⼭陽本線（河内〜
本郷駅間）

線路敷が流失し寸断される鉄道

（写真提供）JR⻄日本

（写真提供）三原市

各地の通行止めで大渋滞

広島熊野道路

3万2千人超（9
市町）が
孤立状態に

（写真提供）江田島市

店頭から消えた商品

広島市内の
スーパー

（7月10日 17時時点）

庄原市

三次市

安芸高田市

安芸太田町

北広島町

東広島市

大崎上島町

竹原市
熊野町

三原市

世羅町

尾道市

庄原市

三次市

県

廿日市市

広島市

大竹市

坂町

神石高原町

福山市

府中市

府中町

海田町

江田島市
呉市

＜避難状況＞
（H30.7.7 6時時点）

7 8

「平成30年７月豪雨災害（⻄日本豪雨）」の課題
避難した人の割合 ０.７４％

防災のみならず，行動経済学等の様々な知見を動員し，
より効果の高い被害防止策の構築を検討

行動経済学者等の有識者による避難行動の調査から分かったこと

・備品の状況やペットの受け入れの有無など
避難所の様子がわからないことが障壁と
なっている。

・避難経路が通れないときにどうすればよいか
イメージできていない人が多い。

・子どもからの呼びかけは避難行動の実行性を
高める。

・「逃げていない他者」を見ることは避難を
抑制する大きな要因となっている。

・居住地域の浸水リスクや土砂災害リスクを
自分事として認識できていない。

・土砂災害の発生の前兆がイメージできないため
避難のタイミングがつかみにくい

豪雨災害に関する知識の習得
（豪雨災害のリスクを正しく認識）

「他者の力」を利用する
（近隣や家族などからの避難の呼びかけ）

避難の実行可能性を高める
避難場所の再考

（避難場所に関する適切な情報発信）

有効性・必要性
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広島県「みんなで減災」県⺠総ぐるみ運動行動計画（第⼆期）

行動計画（第２期）の概要

○ 趣旨
広島県「みんなで減災」県⺠総ぐるみ運動行動計画（平成 28 年度〜令和２年度）に
ついて，これまでの取組の成果と課題，社会情勢の変化等を踏まえ，行動計画
（第２期）を策定。

○ 計画期間
令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの５年間

○ 新たな視点（重点ポイント）
計画に盛り込むべき新たな視点を検討し， 6 つを重点ポイントとして整理。

① 豪雨災害に関する正しい知識の習得
② 避難の実効性を高めるための避難場所の再考
③ 「他者の力」の利用
④ リアルタイムな情報収集・発信
⑤ 複合災害（豪雨災害＋感染症）に関する正しい知識の習得
⑥ 地震に備えた防災行動の促進

10

施策

【主な取組】
○居住地域や自分・家族のリスクの正確な把握を促進
○マイ・タイムラインの作成による避難の準備行動促進
○ＶＲ・ＡＲによる災害疑似体験の実施

①豪雨災害に関する正しい知識の習得
（豪雨災害の検証結果や避難行動の調査・分析で分かったこと）
・地域の災害リスクを「正しく」把握することや、
・自分や家族のリスク（災害に対する脆弱性）を把握することの重要性。

①知る①知る
③行動する③行動する
④学ぶ④学ぶ

②避難の実効性を高めるための避難場所の再考
（豪雨災害の検証結果や避難行動の調査・分析で分かったこと）
・避難先として家族や知人の家を想定できること、

避難所が快適であること。
・避難に自宅や家族の車を使えること、

避難当日の避難所や道中の安全性が明確になること。

【主な取組】
○避難・滞在をイメージできる情報発信及び県⺠の理解促進
○指定緊急避難所にこだわらない，避難場所の複数確保を促進 ⑤備える⑤備える

①知る①知る

11

施策

【主な取組】
○避難行動を促進するメッセージの活用

・メッセージ「あなたの避難がみんなの命を救う」等の積極的発信
・市町・メディア等に活用を呼びかけ

○自主防災組織による呼びかけ体制構築
○避難行動要支援者等への避難支援

③「他者の力」の利用
（豪雨災害の検証結果や避難行動の調査・分析で分かったこと）
・災害当日に他者からの避難の呼びかけが有効
・消防団や子供からの呼びかけに加え、マスメディア等から繰り返し、避難して

いる映像の放送や避難の呼びかけを行うことにより、避難の実行可能性を高める
・マスメディア等から呼びかける際は、人々の利他性を刺激し、責任感を持たせる

メッセージを活用することが効果的

④リアルタイムな情報収集・発信
（豪雨災害の検証結果や避難行動の調査・分析で分かったこと）
・情報収集及び集約方法の工夫により、発災前に災害の前兆を把握し
【主な取組】
○リアルタイムな情報収集・発信

⑤備える⑤備える

②察知する②察知する

②察知する②察知する

⑤備える⑤備える

12

施策

【主な取組】
○複合災害（豪雨災害＋新型コロナウイルス感染症）に係る普及啓発

⑤複合災害（豪雨災害＋感染症）に関する正しい知識の習得
（社会情勢の変化等）
・感染症が広がるリスクを下げることなどを目的として、避難所への避難以外に、親せき・知
人宅、ホテルなど、様々な避難先に分散して避難する「分散避難」など「新しい避難様式」を
構築

⑤備える⑤備える

⑥地震に備えた防災行動の促進
（近年の災害発生状況）
・南海トラフ地震のような大規模地震が発生した場合、大きな被害が想定されている。地震に
係る防災教育などを強化し、県⺠の地震に対する備えが進むよう取り組む。

【主な取組】
○地震に備えた防災行動の促進 ⑤備える⑤備える
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（防災教育の推進，県⺠の避難行動の意識醸成）
〈自助〉マイ・タイムライン（自らの防災行動計画）の普及促進
・「ひろしまマイ・タイムライン」を活用した，小学校等への出前講座を実施
・マイ・タイムラインを実装した防災アプリの活用促進
・新たに県公式LINEアカウント内にマイ・タイムラインを作成できる機能を

追加予定

ペッパー君を活用した
小学校での授業風景

マイタイムライン作成 風水害を疑似体験する
VR視聴

ひろしま土砂災害体験ＶＲ

14

「マイ・タイムライン」とは
いつ起こるか分からない自然災害から命を守るために
◎日頃から行うべきこと
◎災害が発生する危険が迫った際，

いつのタイミングで何をすべきか，
◎いつ，どこに避難するのか
などを決めておく
「自らの防災行動計画」のこと！

ひろしま
マイ・タイムライン

（冊子版）

ひろしま
マイ・タイムライン

（ＷＥＢ版）

「Yahoo!防災速報」アプリ

防災タイムライン
ＬＩＮＥを活用した
マイ・タイムライン

（準備中）

・スマホで簡単作成
・住所を入力するだけで
自宅周辺の災害リスク
を確認できる

WEBでも
ひろしまマイ・
タイムライン
が作成できる

広島県で起こ
りやすい
風水害の特徴
や過去の災害
なども解説

・広島県の公式ＬＩＮＥアカウ
ント内に、マイ・タイムライン
を作成する機能を構築
・ＬＩＮＥ内で家族等とマイ・
タイムラインを共有すること
もできる！

15

＜自助＞地震に備えた防災行動の促進
一斉地震防災訓練 「みんなで減災」備えるフェア

地震・津波タイムライン 地震・津波のＶＲ映像

11月５日の「津波防災の日」に合わせ、地震・津波を想定
し、県民が、学校や職場、地域、家庭等、それぞれの場所
において、同時刻に、命を守るために必要な「安全行動１
‐２‐３」を一斉に行う訓練実施。

年２回、広島県「みんなで減災」備えるフェアを開催し、
小売店舗等と協力して、防災用品特設コーナーを設置し
て非常持出品等の展示販売や、災害への備えの啓発な
どを実施。

南海トラフ地震による本県への影響を疑似体験できる
VRをリリースし、地域の防災教室での活用や
YouTubeへ掲載。

「もし南海トラフ地震が起こったらどう行動するか」など、
災害時に行動する際の助けとしてもらうため、「地震・津
波 タイムライン」を一斉地震防災訓練等で活用。

16

（自主防災組織の体制強化）

〈共助〉自主防災組織による避難の呼びかけ体制構築・実践の取組
・地域の災害リスクや呼びかけ体制の重要性を認識するためのセミナー・

災害図上訓練・ワークショップ開催

・地域における避難行動の実行性を高めるため、自主防災組織による
呼びかけ体制構築・実践とマイ・タイムラインの作成を一体的に進める
「地域防災タイムライン」を活用した住⺠避難訓練の促進

地域における住⺠避難訓練避難の呼びかけ体制づくり
ワークショップ
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「地域防災タイムライン」の取組
➢ 地域防災タイムラインとは、

 個人の避難行動に関する内容（マイ・タイムラインの作成）と
災害時の地域住⺠相互での声掛けに関する内容について、
一体的に備えられるツールです。

➢ 市町と連携して、避難訓練などの場を活用し、
災害時の個人の避難行動と地域の声掛けを確認・実践する取組を実施

個人の避難行動
（マイ・タイム
ライン）
に関する内容

災害時の
地域住⺠相互
での声掛け
に関する内容

18

自助・共助・公助が一体となった被害防止策

適切な
避難行動
促進

・個人や地区ごとに特
定された「個別最適な
避難情報」を発信

避難行動の
意識醸成

・避難所の詳細な情報
を発信
・避難弱者への支援

（市町と連携）

避難行動
を円滑に
する環境
づくり

・自主防災組織の体制
強化（セミナー・災害
図上訓練・ワーク
ショップ等）

呼びかけ体制
の構築

避難所の見える化

リアルタイムな
情報収集・発信

・V R教材（土砂災害
等を疑似体験） によ
る防災教育

他者からの
影響

・ひろしまマイタイム
ラインを活用した小学
校等への出前講座の実
施。
・防災アプリ等の活用
促進

マイ・タイムライ
ンの普及促進

自助 公助
防災教育
の推進

共助

避難行動
に移るス
イッチ

災害リスクの
可視化

県 災害対策本部

「災害死ゼロ」の実現

19

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/
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広島市豪雨災害伝承館について

～平成26年（2014年）8月豪雨災害被災地の復興まちづくり～

広島市都市整備局都市整備調整課復興まちづくり担当
2Map of Geospatial Information Authority of Japan

太田川

広島市域

地形的特徴

Sales

First Quarter Second Quarter

平地部
17%

山地部等
83%平地部 (市街地)

地理院地図 3

発災時の気象状況

広島市域

雨量項目

287 mm災害時の24時間雨量 Max

250 mm前後(参考)県内の例年1か月雨量

凡例

雨量

単位 (mm)

災害発生箇所
(土石流)

災害発生箇所
(がけ崩れ)

八木・緑井地区

(2014年豪雨災害発生地)

豪雨災害の被災状況

安佐北区可部東六丁⽬の被災直後の様⼦
2014年（平成26年）8月22日

安佐南区八木三丁⽬の被災直後の様⼦
2014年（平成26年）8月23日

77人 69人 179棟 217棟 189棟 1,084棟 3,080棟 4,749棟

死 者 負 傷 者 全 壊 半 壊 一 部 床上浸水 床下浸水 合 計
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復興まちづくりビジョンの策定

中長期的（災害発生から概ね10年間）な視点に立って、防災・減災のための施設整備など被災地域のまちづくりの骨格と
その実現に向けた実施方針を示した

砂防堰堤等の整備砂防堰堤等の整備

住宅再建への支援住宅再建への支援
避難路の整備避難路の整備

雨水排水施設の整備雨水排水施設の整備

4つの基本ツール

6

2023年（令和4年）4月撮影

Bairin 
Elementary 
School

砂防堰堤 計 40基設置

ハード整備① 砂防堰堤の整備

土石流を食い止め避難のための時間を稼ぐ

7

梅林小学校

ハード整備② 避難路の整備

未整備の都市計画道路を優先整備

2023年（令和4年）4月撮影

都市計画道路 川の内線

8

梅林小学校

ハード整備③ 雨水排水施設の整備

避難路下を、雨水渠の導入空間として活用

2023年（令和4年）4月撮影

都市計画道路 川の内線

Completion of storm sewer
(March 2023)

貯留管

直径約5.25 m
延長約1.0ｋｍ

雨水渠

標準断面図

雨水渠完成写真

2023年（令和4年）3月

都市計画道路幅員

側道
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◎八木・緑井地区の航空写真に2018年4月時点の土砂災害ハザードマップを投影したもの

2019年3月末までに、広島県内で約36,000箇所（うち
広島市約6,200箇所）の土砂災害警戒区域を指定

「土砂災害防止法」が制定 (2000年)

その後、警戒区域等の指定が進まず、住民の
土砂災害の危険性に対する認識不足に繋がる
ことに

土砂災害警戒区域等の見直し (区域指定の加速)
ソフト対策①

「土砂災害防止法改正」2014年11月

10
必要に応じて防災・減災のための地区施設整備

大きな被害を受けた地域では、町内会等が中心となって、身近な避難路・避難場所の検討やコミュニティ再生の場の確保な
ど、安全確保のための自主的な活動が開始。

地域の復興まちづくり協議会

支援

地域が作成した「復興まちづくりプラン」

ソフト対策②

防災まちづくり（復興まちづくりプラン作成）

地域の復興まちづくりプラン

市からコンサルタントを派遣し、
市職員も参加

11

ソフト対策③

防災まちづくり（教訓を伝承）

12

事例紹介 ～梅林学区復興まちづくりプラン～

災害の経験や記憶を教訓として、次の世代に伝承

災害から得た貴重な経験や記憶を教訓として、次の世代に伝承するため、あらゆる災害から命を守るための防災教育の場、
災害の記憶と経験の伝承の場となる復興交流拠点施設（広島市豪雨災害伝承館）を設置し、施設の運営を自らが担うことを
市に提案

【災害教訓の継承の取組】

2014年（平成26年） 8月 平成26年8月豪雨災害 発災

2015年（平成27年）12月 復興交流館「モンドラゴン」発足
民間組織でこころの復興と防災・減災の啓発・啓蒙を開始し、5年後をめどに本格的な伝承施設建設を目指す

2016年（平成28年） 6月 梅林学区復興まちづくり協議会発足

2018年（平成30年） 1月 『梅林学区復興まちづくりプラン』を広島市に提出
市からコンサルタントを派遣し、まち歩き、勉強会、ワークショップを開催し、復興交流拠点施設設置などを提言

2019年（平成31年） 2月 『復興交流拠点施設整備構想』を広島市に提出
プランに掲載した施設の整備イメージ、運営イメージをより具体化

2021年（令和 3年）12月 一般社団法人梅林学区復興まちづくり協議会設立
施設の指定管理者となることを目指し、法人を設立

2022年（令和 4年） 3月 広島市豪雨災害伝承館 建築工事着工
同年 6月 広島市豪雨災害伝承館条例及び施行規則の公布

2023年（令和 5年） 9月 広島市豪雨災害伝承館の開館
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Sep.2023 Opening

14

まとめ

行政主体による「復興都市計画」

+
住民主体による「防災まちづくり」

行政・住民が一体となる 「復興まちづくり」

15

御清聴

ありがとうございました。


